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１ 
東
寺
百
合
文
書
桐
箱 

加
賀
の
前
田
家
五
代
目
で
あ
る
松
雲
公
（
し
ょ
う
う
ん
こ
う
）
前
田
綱
紀
（
つ
な
の

り
）
か
ら
寄
進
さ
れ
た
桐
箱
で
す
。
前
田
綱
紀
は
東
寺
に
あ
る
古
文
書
に
関
心
を
持
ち
、

使
者
を
派
遣
し
て
目
録
を
作
成
さ
せ
た
り
、
文
書
の
筆
写
を
さ
せ
た
り
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
れ
ら
の
桐
箱
を
作
っ
て
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
に
東
寺
に
寄
進
し
ま
し
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
箱
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
元
禄
一
〇
（
一

六
九
七
）
年
九
月
二
七
日
に
な
っ
て
文
書
を
こ
の
箱
に
移
し
替
え
て
宝
蔵
に
納
め
ま
し

た
。
と
て
も
多
く
の
文
書
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
作
業
は
半
日
ほ
ど
で
終

え
て
お
り
、
整
理
・
選
別
を
し
た
り
せ
ず
、
右
か
ら
左
へ
移
し
替
え
た
だ
け
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
も
し
そ
こ
で
整
理
・
選
別
を
し
て
い
た
な
ら
ば
多
く
の
文

書
が
選
か
ら
も
れ
、
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。
移
し
替
え
作
業
を
お
こ
な

っ
た
日
は
、
何
で
も
な
い
日
の
よ
う
で
す
が
、
実
は
こ
れ
だ
け
の
文
書
が
伝
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
大
切
な
日
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

２ 

東
寺
百
合
文
書
収
納
簟
笥 

当
館
で
は
、
東
寺
百
合
文
書
を
江
戸
時
代
以
来
の
桐
箱
で
は
な
く
、
桐
製
の
簟
笥
九

二
棹
に
収
納
し
て
い
ま
す
。
簟
笥
の
な
か
は
五
段
に
な
っ
て
い
て
、
補
修
を
行
っ
て
い

な
い
文
書
や
巻
物
状
に
補
修
さ
れ
た
文
書
は
引
き
出
し
に
入
れ
、
台
紙
に
貼
り
付
け
る

よ
う
な
修
理
を
施
し
て
折
り
曲
げ
た
り
丸
め
た
り
し
な
い
文
書
は
帙
（
ち
つ
）
に
入
れ

て
、
簟
笥
の
各
段
に
納
め
て
い
ま
す
。 

  

３ 

東
寺
宝
蔵
焼
亡
日
記
案 

長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年
一
一
月
二
六
日 

（
の
函
１
）  

長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年
一
一
月
二
五
日
に
東
寺
の
「
北
郷
」
と
い
わ
れ
る
地
域
か

ら
出
た
火
は
、
寺
内
の
宝
蔵
に
も
延
び
て
き
ま
し
た
。
北
と
南
の
二
棟
の
宝
蔵
の
う
ち
、

北
の
宝
蔵
は
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に
南
の
宝
蔵
の
宝
物
（
ほ
う
も
つ
）

を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
文
書
は
そ
れ
ら
宝
蔵
に
あ
っ
た
宝
物
の
リ
ス

ト
で
す
。
焼
失
し
た
も
の
に
は
仏
具
と
な
ら
ん
で
「
諸
国
末
寺
公
験
並
庄
庄
公
験
等
」

や
「
寺
家
官
符
等
」
の
文
書
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
公
験
」（
く
げ
ん
）
や
「
官
符
」

（
か
ん
ぷ
）
と
い
う
の
は
国
が
寺
社
や
貴
族
に
宛
て
て
出
す
文
書
で
、
土
地
な
ど
の
権

利
を
公
に
保
証
す
る
も
の
で
す
。
東
寺
百
合
文
書
の
中
に
あ
る
荘
園
に
関
す
る
古
い
時

期
の
文
書
は
ほ
と
ん
ど
が
案
文
（
あ
ん
も
ん
、
原
本
の
写
し
・
控
え
）
で
す
が
、
も
し

こ
の
火
災
が
な
け
れ
ば
原
本
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

東
寺 

長
保
二
年
十
一
月
廿
七
日
立
日
記 

右
、
事
発
は
、
今
月
廿
五
日
の
夜
を
以
て
、
北
郷
よ
り 

火
災
出
来
て
、
東
蔵
町
の
並
宝
蔵
焼
亡
に
、
先 

北
宝
蔵
北
面
焼
之
間
ニ
、
南
宝
蔵
に
納
宝
物
取
出
［ 

 

一
、
南
宝
蔵
納
置
取
出
物
等 

（
中
略
） 

一
、
北
宝
蔵
納
置
焼
失
物
等 

仏
具 
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金
堂
講
堂
大
八
幡
卅
六
流 

同
天
蓋 

花
■
（
鬘
ヵ
）
廿
四
枚 

高
座
前
垂
二
条 

花
筥
五
十
枚 

金
銅
御
鉢
大
小
二
口 

閼
伽
器
三
前
〈
径
四
寸
〉 

大
花
瓶
四
本 

大
磬
一
枚 

大
金
鼓
二
口 

御
塔
流
星
二
果 

鉦
鼓
一
面 

縫
物
大
幡
一
流 

灌
頂
足
五
流 

諸
国
末
寺
公
験
并
庄
庄
公
験
等 

讃
岐
国
善
通
寺
公
験 

参
河
国
龍
雲
寺
公
験 

越
前
国
高
輿
庄
公
験 

丹
波
国
大
山
庄
公
験 

摂
津
国
豊
島
郡
垂
水
庄
官
省
符 

四
至
〈
限
東
三
条
堺
、
限
南
三
国
河
、
限
西
六
条
堺
、
限
北
四
条
一
里
廿
五
坪

五
条
二
里
四
坪
〉 

在
条
里 

寺
家
官
符
等 

別
当
官
符 

定
額
僧
官
符 

所
司
官
符 

真
言
院
後
七
日
修
法
記
〈
書
出
〉 

四
王
寺
四
禅
師
疑
補
記
〈
書
出
〉 

造
寺
所
年
終
帳 

右
、
自
余
公
験
等
前
日
を
以
西
院
之
上
の
御
房 

渡
置
た
り
、
件
焼
失
公
験
等
、
不
能
委
記
、
仍
為
後
日
、
立
日
記
如
件 

長
保
二
年
十
一
月
廿
六
日 

堂
達
僧 

在
判 

判
納 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

造
寺
専
当 

在
判 

別
当
権
大
僧
都 

在
判 

 
 
 

都
維
那 

在
判 

権
少
僧
都 

在
判 

 
 
 

専
当
法
師 

阿
闍
梨
大
法
師
安
救 

 
 
 

法
師
朝
静 

上
座 

在
判 

 
 
 
 
 
 
 
 

法
師 

権
上
座 

在
判 

 
 
 
 
 
 
 

法
師
空
瑜 

寺
主 

在
判 

 
 
 
 
 
 
 
 

法
師 

堂
達
法
師 

文
治
三
年
十
一
月
十
七
日
以
正
文
書
写
云 

  

４ 

造
営
方
算
用
状 

康
暦
三
（
一
三
八
一
）
年
二
月
二
一
日 

（
ヒ
函
61
）  

康
暦
元
（
一
三
七
九
）
年
一
二
月
四
日
、
東
寺
の
西
僧
坊
か
ら
火
が
出
て
、
御
影
堂
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な
ど
重
要
な
建
物
を
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。
御
影
堂
内
の
文
庫
に
は
重
要
な
文
書
が

多
く
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、『
東
宝
記
』
と
い
う
記
録
に
は
「
寺
僧
等
走
集
、
不
動

像
・
大
師
真
影
以
下
、
本
尊
・
道
具
・
聖
教
・
文
籍
等
、
悉
以
奉
取
出
畢
」
と
書
か
れ

て
お
り
、
文
書
も
無
事
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
東

寺
百
合
文
書
の
中
に
は
こ
の
火
事
よ
り
も
前
の
文
書
も
残
さ
れ
て
お
り
、
現
代
の
私
た

ち
が
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
御
影
堂
は
供
僧
の
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
焼
失
は
日
々
の

組
織
運
営
に
様
々
な
影
響
を
与
え
た
は
ず
で
す
。
こ
の
文
書
は
焼
失
し
た
御
影
堂
を
再

建
す
る
た
め
に
要
し
た
支
出
を
記
し
た
帳
簿
で
、
展
示
し
て
い
る
箇
所
に
は
康
暦
二
（
一

三
八
〇
）
年
六
月
六
日
に
行
わ
れ
た
造
営
事
始
で
の
支
出
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

素
麺
の
金
額
が
一
貫
五
百
文
と
あ
り
ま
す
が
、
酒
代
三
貫
七
百
文
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
る
金
額
で
す
。
か
な
り
の
量
の
素
麺
を
用
意
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
ど

う
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
前
略
） 

一
、
事
始
雑
用
日
記 

 

康
暦
二
六
六 

六
貫
文 

御
簾 

 
 

〈
十
五
間
〉
間
別
四
百
文
宛
、
此
外
三
間
鎮
守
方
沙
汰 

四
貫
八
百
文 

 
 
 

畳
八
畳
小
文
縁
、
此
外
二
畳
鎮
守
方
沙
汰
之 

九
百
三
文 

 
 
 
 

紫
絹
縁
二
畳 

九
百
文 

 
 
 
 
 

赤
縁
三
畳 

三
貫
六
百
文 

 
 
 

仮
屋
ノ
料
ニ
シ
カ
イ 

三
貫
五
百
文 

 
 
 

同 

ミ
イ
ロ
キ 

一
貫
八
十
文 
 
 
 

杉
柱
廿
七
本 

四
百
六
十
三
文 

 
 

同
車
力 

六
貫
文 

 
 
 
 
 

同
番
匠
手
間
料 

一
貫
四
百
文 

 
 
 

長
櫃
二
合 

百
三
十
七
文 
 
 
 

同
ハ
ナ
ク
レ
ノ
布 

五
百
文 
 
 
 
 
 

銚
子
提
ノ
色
ア
ケ 

一
貫
文 

 
 
 
 
 

銚
子
提
一
具
代 

二
貫
文 

 
 
 
 
 

敷
砂 

此
内
一
貫
文
河
原
沙
、
一
貫
文
白
川
沙 

一
貫
九
百
卅
二
文 

 

木
具
色
々
分 

五
百
三
十
六
文 

 
 

土
器
大
小 

三
十
文 

 
 
 
 
 

筋
木 

一
貫
五
百
文 

 
 
 

索
麺 

三
貫
六
百
四
十
三
文 

雑
用 

同
町
ノ
買
物 

六
十
文 

 
 
 
 
 

紙 

五
百
四
文 

 
 
 
 

桶
杓 

同
イ
カ
キ 

五
十
文 

 
 
 
 
 

味
噌
袋
ノ
布 

六
百
六
十
八
文 

 
 

薪 

三
貫
七
百
文 

 
 
 

酒 

三
十
貫
文 

 
 
 
 

番
匠
大
工
方
下
行
之 

二
百
八
十
四
文 

 
 

油 

一
貫
六
百
六
十
九
文 

黙
心
方 

一
貫
五
百
文 

 
 
 

宮
仕
三
人
装
束
料 

百
五
十
文 

 
 
 
 

門
指
三
人
直
垂
ノ
賃 

三
百
文 

 
 
 
 
 

散
所
献
酒
五
日 

二
百
文 

 
 
 
 
 

管
領
ノ
御
馬
引
物
ニ
下
行
之 

百
文 

 
 
 
 
 
 

土
岐
殿
ノ
馬 

同 
六
百
文 

 
 
 
 
 

内
裏
ヨ
リ
御
馬 

同 
二
百
文 

 
 
 
 
 

御
所
ヨ
リ
御
馬 

同 

一
貫
文 

 
 
 
 
 

内
裏
ヨ
リ
官
符
持
方
ヘ 
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二
貫
文 

 
 
 
 
 

小
舎
人
酒
肴 

三
十
文 

 
 
 
 
 

馬
草 

百
五
十
文 

 
 
 
 

同
座 

二
百
廿
五
文 

 
 
 

莚
五
枚 

百
十
文 

 
 
 
 
 

炭
一
荷 

三
十
七
文 

 
 
 
 

茶
箋 

三
十
五
文 

 
 
 
 

茶
杓 

百
五
十
文 

 
 
 
 

人
夫
食
銀
釼
代 

百
五
十
文 

 
 
 
 

上
久
世
人
夫
食 

百
二
十
文 

 
 
 
 

萱
坊
ヨ
リ
車
力 
畳 

已
上
八
十
三
貫
七
百
八
十
六
文
内 

三
貫
文 

簾
代 

一
貫
文 

銚
子
提
代 

東
西
九
条
年
貢
内
ニ
テ
返
弁
之 

定
已
上
七
十
九
貫
七
百
八
十
六
文 

（
後
略
） 

  

５ 

廿
一
口
方
供
僧
評
定
引
付 

文
明
一
八
（
一
四
八
六
）
年
九
月
一
八
日
条 

（
ワ
函
79
）  

土
一
揆
と
は
、
民
衆
が
金
の
貸
主
・
土
地
の
質
取
主
で
あ
る
土
倉
や
酒
屋
を
襲
っ
て

借
金
の
棒
引
き
を
認
め
さ
せ
た
り
、
質
に
入
れ
た
土
地
や
物
を
取
り
戻
し
た
り
、
幕
府

に
徳
政
令
を
出
す
よ
う
に
強
要
し
た
り
、
と
い
っ
た
蜂
起
の
こ
と
で
す
。
土
一
揆
が
頻

発
し
て
い
た
こ
の
時
期
、
東
寺
は
度
々
一
揆
側
の
陣
地
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
享
徳

三
（
一
四
五
四
）
年
九
月
や
長
禄
元
（
一
四
五
七
）
年
一
〇
月
に
も
土
一
揆
が
陣
を
構

え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
文
書
に
は
、
文
明
一
八
年
九
月
一
〇
日
、
細
川
政
元
の
軍
勢
が

寺
に
た
て
こ
も
っ
て
い
る
土
一
揆
を
追
い
立
て
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
放
火
さ
れ
た
も

の
か
、
金
堂
・
講
堂
・
鐘
楼
・
経
蔵
・
鎮
守
八
幡
宮
・
中
門
・
南
大
門
が
炎
上
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
鎮
守
八
幡
宮
の
御
神
体
は
運
び
出
し
た
と
い
う
記

録
は
あ
る
の
で
す
が
、
経
蔵
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
は
ど
う
な
っ
た
の
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
こ
の
火
事
で
は
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
御
影
堂
や
宝
蔵
は
無
事
で
し
た
。 

 

（
文
明
十
八
年
九
月
十
八
日
条
） 

（
前
略
） 

一
、
当
寺
伽
藍
回
禄
事 

去
十
日
重
而
土
一
揆
楯
籠
于
寺
中
之
間
、
為 

武
家
被
仰
付
、
以
細
河
手
、
令
追
却
之
処
、
金
堂
損
火
、 

所
謂
金
堂
〈
同
回
廊
〉・
講
堂
〈
同
廊
〉・
鐘
楼
・
経
蔵 

鎮
守
〈
同
回
廊
〉・
中
門
〈
并
廊
〉・
南
大
門
巳
上
七
宇
一
時 

炎
上
、
凡
草
創
〈
延
暦
十
五
〉
以
来
六
百
九
十
二
年
、
曁 

于
斯
時
滅
亡
、
是
可
謂
時
節
到
来
、
衆
僧
之 

愁
歎
・
密
徒
之
凌
廃
也
、
如
祖
師
記
文
者
、
天
下
之 

衰
弊
・
国
土
妖
乱
無
疑
也
、
見
聞
緇
素
、
敢 

無
不
驚
悲
者
也
、 

（
丁
裏
） 

一
、
鎮
守
八
幡
宮
御
神
体
事
、
火
炎
已
懸
御
殿
之 

間
、
予
〈
公
遍
〉
打
放
御
戸
之
処
、
覚
永
法
印 
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被
走
向
、
奉
出
神
体
、
次
執
行
栄
増
法
印 

馳
参
、
彼
等
相
共
奉
舁
、
奉
出
南
大
門
、 

然
後
奉
移
塔
婆
畢
． 

（
後
略
） 

  

６ 

東
寺
領
山
城
国
散
在
田
地
并
敷
地
文
書
紛
失
目
録 

応
永
一
〇
（
一
四
〇
三
）
年
一
二
月 

日 

（
り
函
76
）  

応
永
一
〇
（
一
四
〇
三
）
年
一
二
月
一
日
、
杲
淳
僧
都
の
住
居
が
火
事
に
な
り
ま
し

た
。
建
物
内
に
は
寄
進
状
な
ど
、
土
地
に
対
す
る
権
利
を
証
す
る
た
め
の
文
書
が
保
管

さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
こ
の
文
書
に
は
火
事
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
文
書
が
書
き
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

東
寺
領
山
城
国
散
在
田
地
并
敷
地
文
書
紛
失
目
録
事 

 

合 

一
所 

当
寺
境
内
〈
東
限
大
宮
、
西
限
朱
雀
、
南
限
九
条
、
北
限
八
条
、
此
内
一
町

号
乾
町
（
朱
雀
以
東
八
条
以
南
）、
一
町
号
西
薗
（
坊
城
以
東
八
条
以
南
）〉 

勅
裁
御
教
書
以
下
九
通
、 

一
所 

壱
段
小
〈
針
小
路
朱
雀
、
自
朱
雀
西
、
自
針
小
路
北
、
号
西
垣
田
〉 

寄
進
状
以
下
五
通
、 

一
所 

半
〈
八
条
大
宮
北
頬
、
大
宮
以
東
〉 

勅
裁
并
御
室
令
旨
以
下
六
通 

一
所 

八
条
以
南
至
九
条
巷
所
〈
東
限
堀
河
、
西
限
朱
雀
〉 

勅
裁
以
下
三
通 

一
所 

壱
段
〈
巷
所
、
八
条
朱
雀
西
南
角
〉 

寄
進
状
以
下
五
通 

一
所 

壱
段
〈
巷
所
、
八
条
朱
雀
、
自
朱
雀
西
、
八
条
面
南
頬
北
縄
本
〉 

寄
進
状
以
下
七
通 

一
所 

畠
〈
八
条
以
北
猪
熊
面
西
頬
口
南
北
一
丈
八
尺
五
寸
、
奥
東
西
拾
丈
〉 

寄
進
状
以
下
本
券
七
通 

一
所 

在
家
并
畠
〈
巷
所
、
八
条
猪
熊
与
大
宮
間
北
頬
〉 

本
件
以
下
八
通 

一
所 

在
家
〈
八
条
猪
熊
以
西
北
頬
口
東
西
五
丈
一
尺
、
奥
南
北
八
丈
〉 

寄
進
状
以
下
五
通 

一
所 

田
地
并
在
家
〈
八
条
大
宮
与
匣
笥
間
、
南
頬
号
五
段
田
〉 

本
証
文
五
通 

已
上 

右
、
彼
田
地
并
敷
地
本
文
書
等
、
今
月
一
日
、
年
預
杲
淳
僧
都 

住
坊
炎
上
之
刻
、
於
彼
在
所
、
焼
失
訖
、
此
旨
不
偽
申
之
条
、
以 

八
大
高
祖
両
部
諸
尊
所
奉
証
也
、
然
間
、
為
備
于
未
来
之 

亀
鏡
、
欲
申
下 

公
方
御
証
験
、
仍
以
連
署
、
謹
注
進
如
件
、 

応
永
十
年
十
二
月 

日 

権
少
僧
都 

杲
淳
（
花
押
） 

権
大
僧
都 

宣
弘
（
花
押
） 

法
印
権
大
僧
都 

隆
禅
（
花
押
） 

法
印
権
大
僧
都 

教
遍
（
花
押
） 
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法
印
権
大
僧
都 

頼
暁
（
花
押
） 

  

７ 

比
丘
尼
西
妙
田
地
寄
進
状 

元
亨
二
（
一
三
二
二
）
年
三
月
一
四
日 

（
ト
函
28
）  

西
妙
が
八
条
大
宮
の
土
地
を
御
影
堂
に
寄
進
し
た
と
き
の
文
書
で
、
見
て
の
と
お
り
、

上
部
に
焼
け
た
痕
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
書
は
展
示
番
号
６
の
火
事
で
運
よ
く
焼
け
残

っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
取
り
出
す
の
が
も
う
少
し
遅
れ
て
い
た
ら
燃
え

尽
き
て
し
ま
っ
て
６
の
文
書
に
書
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
八
条
大
宮
の
土
地
に
つ
い
て
は
他
に
も
い
く
つ
か
文
書
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、

せ
函
武
家
御
教
書
並
達
29
号
な
ど
、
焼
け
た
痕
の
残
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

と
う
し
き
た
む
き
の
大
し
に
き
し
む 

し
た
て
ま
つ
る
田
代
地
事 

合
〈
口
五
丈
、
お
く
ゑ
十
丈
（
お
く
と
申
ハ
き
た
へ
也
）、
あ
り
八
条
お
ゝ
み
や
、

お
ほ
み
や
よ
り
ひ
か
し
き
た
の
つ
ら
、
ひ
か
し
の
そ
い
〉 

右
、
く
た
む
の
地
は
、
さ
い
め
う
〈
わ
ら
ハ
な
ひ
め
つ
る
女
〉
さ
う
て
む
ふ
む 

ミ
や
う
に
し
て
、
ち
き
や
う
い
ま
に
さ
ほ
い
な
き
地
也
、
し
か
る
を
、 

あ
ま
す
て
に
六
十
に
お
よ
ひ
候
あ
ひ
た
、
こ
の
よ
い
く 

ほ
と
な
く
候
へ
ハ
、
た
う
し
よ
り
き
し
む
し
た
て
ま
つ
る 

と
こ
ろ
な
り
、
あ
ま
か
こ
せ
ほ
た
い
お
も
、
よ
く
ゝ
ゝ
と
ふ 

ら
わ
れ
ま
い
ら
せ
候
ハ
ん
か
た
め
に
、
ゑ
い
た
い
お
か
き
り
て
、 

き
し
む
し
た
て
ま
つ
る
と
こ
ろ
な
り
、
ほ
む
け
や
く
に 

は
、
こ
ミ
の
む
し
ろ
四
ま
い
、
又
七
し
や
く
二
ま
い
也
、
又
月
に 

五
も
ん
つ
ゝ
の
ふ
く
れ
う
の
ほ
か
は
、
く
し
・
く
わ
や
く
こ
れ 

な
し
、
よ
て
き
し
ん
し
や
う
如
件
、 

元
亨
二
年
三
月
十
四
日 

ひ
く
に
さ
い
め
う
（
花
押
） 

と
う
き
や
う
の
そ
う
の
う 

あ
み
た
ふ
（
花
押
） 

  

８ 

尼
慈
快
田
地
文
書
紛
失
状 

（
ヱ
函
92

(8)
）  

こ
の
文
書
は
、
土
地
の
証
文
が
な
く
な
っ
た
の
で
そ
れ
に
代
わ
る
証
文
と
す
る
た
め

に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
証
文
が
な
く
な
っ
た
原
因
と
し
て
「
去
五
月
六
七
両
日
、
六

波
羅
大
勢
打
入
慈
快
之
住
坊
七
条
、
財
宝
以
下
悉
令
奪
取
之
間
、
彼
田
地
証
文
等
同
令

紛
失
畢
」
と
あ
り
ま
す
。
ヱ
函
九
二
（
八
）
は
後
半
部
分
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
る
は
ず
の
年
月
日
が
不
明
で
「
去
五
月
六
七
両
日
」
と
い
う
の
が
何
年

の
五
月
の
こ
と
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
別
の
函
の
な
か
に
後
半
部
が
の
こ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
展
示
番
号
９
で
、
こ
れ
を
合
わ
せ
て
読
む
と
、
元
弘
三
（
一

三
三
三
）
年
の
五
月
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
鎌
倉
幕
府
が
倒
れ
よ
う
と
し
て

い
る
時
で
、
五
月
七
日
は
六
波
羅
探
題
の
北
条
仲
時
・
時
益
が
光
厳
天
皇
や
後
伏
見
上

皇
、
花
園
上
皇
を
奉
じ
て
鎌
倉
を
目
指
し
て
逃
げ
た
ま
さ
に
そ
の
日
で
す
。
時
の
政
治
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権
力
が
移
り
変
わ
ろ
う
と
す
る
中
で
起
こ
っ
て
い
る
騒
乱
に
普
通
の
人
も
巻
き
込
ま
れ
、

文
書
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
る
好
例
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

立
申
紛
失
状
事 

一
所 

弐
段 

 
 
 
 
 

六
条
面
堀
河
西 

一
所 

参
段
半 

 
 
 
 

北
小
路
面
道
祖
大
路
西 

一
所 

弐
段
大 

 
 
 
 

北
小
路
面
堀
河
東
〈
市
町
〉 

一
所 

小 
 
 
 
 
 
 

七
条
坊
門
面
大
宮
東
〈
巷
所
〉 

一
所 

壱
段 

 
 
 
 
 

北
小
路
堀
河
西
〈
ヘ
イ
ト
云
市
町
〉 

一
所 

参
段 

 
 
 
 
 

佐
妻
牛
面
道
祖
大
路
東
〈
香
呂
寺
ト
云
〉 

一
所 

参
段
半 

 
 
 
 

清
住
寺
七
条
面
木
辻
自
七
条
南
〈
北
野
田
〉 

一
所 

壱
段 

 
 
 
 
 

八
条
坊
門
面
解
縄
東 

一
所 

参
段
半 

 
 
 
 

唐
橋
堀
河
面
南
〈
北
野
田
〉 

一
所 

参
段 

 
 
 
 
 

九
条
面
大
宮
西
〈
西
寺
田
〉 

一
所 

小 
 
 
 
 
 
 

針
小
路
大
宮
面
〈
巷
所
〉 

一
所 

壱
段
小 

 
 
 
 

八
条
面
壬
生
西
〈
平
塚
ト
云
、
北
野
田
〉 

畠
屋
敷 

一
所 

口
参
丈
弐
尺 

 
 

奥
南
北
弐
拾
丈 

七
条
面
祖
地
南 

一
所 

口
参
丈
弐
尺 

 
 

奥
南
北
拾
伍
丈
参
尺 

七
条
面
堀
河
東
南
頬 

一
所 

口
弐
丈
弐
尺 

 
 

奥
東
西
柒
丈 

七
条
西
大
宮
面
七
条
北
西
頬 

一
所 

口
弐
丈
伍
尺
〈
北
野
田
〉 

奥
東
西
拾
弐
丈
伍
尺 

塩
小
路
大
宮
面
東
頬 

一
所 

口
壱
丈
参
尺
伍
寸
〈
北
野
田
〉
奥
東
西
拾
弐
丈
五
尺 

塩
小
路
大
宮
同
所 

一
所 

口
肆
丈
捌
尺 

 
 

奥
弐
拾
丈 

西
七
条
坊
城
、
自
々
々
西
南
頬 

一
所 

口
参
丈
捌
尺 

 
 

奥
弐
拾
丈 

西
七
条
坊
城
、
自
々
々
西
北
頬 

右
、
件
所
々
者
、
慈
快
相
伝
之
地
也
、
而
去
五
月
六 

七
両
日
六
波
羅
大
勢
、
打
入
慈
快
之
住
坊
七 

条
、
財
宝
以
下
悉
令
奪
取
之
間
、
彼
田
地
証
文
等
同 

令
紛
失
畢
、
雖
然
、
相
伝
管
領
之
次
第
、
無
其
隠
之 

上
者
、
任
見
聞
之
実
、
欲
賜
在
地
人
証
判
申
請
諸
官 

御
署
、
備
末
代
亀
鏡
、
仍
所
立
申
如
件
、 

  

９ 

尼
慈
快
田
地
文
書
紛
失
状 

元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
一
一
月 

日 

（
せ
函
11

(1)
）  

 

元
弘
三
年
〈
癸
酉
〉
十
一
月 

日 

慈
快
（
花
押
） 

在
地
人
善
□
（
花
押
） 

日
奉
延
弘
（
花
押
） 

定
任
（
花
押
） 

豪
勝
（
花
押
） 

隆
快
（
花
押
） 

浄
円
（
花
押
） 

南
無
阿
（
花
押
） 

定
快
（
花
押
） 

 

件
田
畠
敷
地
等
証
文
紛
失
事
、 
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在
地
人
等
判
形
分
明
之
間
、
加
愚
署
耳
、 

左
衛
門
権
少
尉
中
原
朝
臣
（
花
押
） 

 

彼
田
畠
等
券
契
紛
失
事
、
傍
輩
証
判
分
明 

間
、
所
並
愚
署
也
而
巳
、 

防
鴨
河
判
官
左
衛
門
大
尉
［ 

 

］（
花
押
） 

少
判
事
兼
左
衛
門
権
少
尉
［ 

 

］（
花
押
） 

 

件
田
畠
等
券
契
紛
失
事
、
傍
輩 

証
判
明
白
之
間
、
加
愚
署
耳
、 

左
衛
門
権
少
尉
中
原
（
花
押
） 

 

彼
寺
領
等
券
契
紛
失
事
、
傍
輩 

証
判
分
明
之
間
、
並
署
耳
、 

右
衛
門
権
少
尉
中
原
（
花
押
） 

 

件
券
契
等
紛
失
事
、
傍
輩
証
判
、 

分
明
間
、
並
愚
署
而
巳
、 

西
市
正
兼
左
衛
門
権
少
尉
中
原
朝
臣
（
花
押
） 

 

彼
券
契
等
紛
失
事
、
面
々
証
判
炳
焉
之 

間
、
並
愚
署
而
巳
、 

少
判
事
兼
右
衛
門
権
少
尉
中
原
朝
臣
（
花
押
） 

 

件
田
畠
等
券
契
紛
失
事
、
面
々
証
判
分
明
之 

間
並
愚
署
而
巳
、 

「
大
判
事
明
清
」 

大
判
事
兼
明
法
博
士
左
衛
門
大
尉
豊
前
守
坂
上
大
宿
禰
（
花
押
） 

「
姉
小
路
志
明
景
」
左
衛
門
少
志
坂
上
（
花
押
） 

  

10 

法
印
真
聖
敷
地
券
契
紛
失
状 

文
和
三
（
一
三
五
四
）
年
七
月 

日 （
イ
函
45
）  

鎌
倉
幕
府
を
倒
し
た
勢
力
は
そ
の
後
、
北
朝
と
南
朝
と
に
分
か
れ
て
争
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。
北
朝
・
室
町
幕
府
側
が
優
勢
と
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
観
応
年
間
（
一
三
五

〇
～
一
三
五
二
）
に
は
、
足
利
尊
氏
と
弟
直
義
と
の
対
立
が
激
し
さ
を
増
し
、
観
応
の

擾
乱
（
じ
ょ
う
ら
ん
）
と
い
う
紛
争
が
起
こ
り
ま
す
。
乱
そ
の
も
の
は
観
応
三
（
一
三

五
二
）
年
二
月
の
直
義
の
死
で
終
息
す
る
の
で
す
が
、
北
朝
側
の
こ
の
混
乱
に
よ
っ
て

南
朝
側
が
勢
い
を
盛
り
返
し
、
文
和
二
（
一
三
五
三
）
年
六
月
九
日
に
は
、
楠
木
正
儀

ら
の
南
朝
方
が
京
都
に
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
東
寺
に
も
悪
党
人
が
打
ち
入
っ
て
き

て
、
金
蓮
院
坊
で
は
資
材
・
雑
具
を
奪
お
う
と
す
る
悪
党
人
が
ま
き
お
こ
す
混
乱
の
中

で
土
地
の
証
文
を
紛
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
文
書
は
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
年
後
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
文
書
に
代
わ
る
証
文
と
す
る
た
め
に
、

文
書
が
な
く
な
っ
た
事
情
を
述
べ
て
、
検
非
違
使
の
署
判
を
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。 

 

立
申 
敷
地
券
契
紛
失
状
事
、 

右
、
七
条
坊
門
町
東
北
頬
〈
口
肆
丈
陸
寸
、
奥
柒
丈
陸
尺
〉、
同
坊
門
町
北
東
頬 
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〈
口
肆
丈
壱
尺
、
奥
拾
肆
丈
四
尺
〉、
彼
両
所
敷
地
者
、
為
真
聖
相
伝
之
地
、
数
十
年

管
領
、 

敢
無
子
細
、
仍
所
帯
文
書
等
炳
焉
也
、
而
真
聖
居
東
寺
供
僧 

職
、
送
多
年
之
間
、
且
為
奉
謝
大
師
之
報
恩
、
且
為
成
二
世
之 

悉
地
、
為
毎
年
三
月
廿
一
日
御
影
供
百
種
料
足
、
以
彼
地
子 

上
分
、
永
令
寄
附
御
影
堂
畢
、
爰
去
年
〈
文
和
弐
〉
六
月
九
日
、 

宮
方
大
勢
乱
入
洛
中
之
時
、
処
々
悪
党
人
等
、
打
入
東
寺 

坊
中
、
捜
取
資
材
雑
具
之
刻
、
件
敷
地
等
券
契
以
下
、
於 

金
蓮
院
坊
〈
針
小
路
櫛
笥
〉
同
令
紛
失
畢
、
其
段
、
云
近
隣
、
云
寺
中
、
更 

無
其
隠
者
也
、
凡
於
当
知
行
者
雖
無
相
違
、
向
後
、
若
称
有
彼
券 

契
等
、
於
彼
敷
地
、
有
致
違
乱
之
輩
者
、
被
処
盗
犯
之
重
科
、 

可
被
申
行
所
当
罪
科
、
然
者
為
後
証
、
申
請
寺
中
并
近 

所
存
知
人
々
証
判
之
上
者
、
賜
諸
官
連
署
、
為
備
末
代
之 

亀
鏡
、
所
立
申
紛
失
状
如
件
、 

文
和
三
年
〈
甲
午
〉
七
月 

日 

法
印
真
聖
（
花
押
） 

権
少
僧
都
亮
忠
（
花
押
） 

権
大
僧
都
深
源
（
花
押
） 

権
少
僧
都
行
賀
（
花
押
） 

権
少
僧
都
忠
救
（
花
押
） 

（
後
略
） 
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真
言
院
後
七
日
御
修
法
請
僧
交
名 

建
武
三
（
一
三
三
六
）
年 

（
ろ
函
３
(25)
）  

正
月
八
日
か
ら
一
四
日
ま
で
、
宮
中
の
真
言
院
で
は
玉
体
安
穏
・
鎮
護
国
家
を
祈
る

後
七
日
御
修
法
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
東
寺
長
者
が
つ
と
め
る
阿
闍
梨
以
下
、
修
法
で
誰

が
ど
の
よ
う
な
役
を
つ
と
め
た
の
か
を
記
し
た
の
が
こ
の
交
名
（
き
ょ
う
み
ょ
う
）
で
、

毎
年
貼
り
つ
い
で
い
く
た
め
こ
の
よ
う
に
太
い
巻
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
裏
面
に
は
阿

闍
梨
が
そ
の
年
の
修
法
に
つ
い
て
書
き
記
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
建
武
三
年
の
後

七
日
御
修
法
は
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
年
阿
闍
梨
を
つ
と
め
た
東
寺
長
者
弘
真

に
よ
れ
ば
、
例
年
ど
お
り
八
日
に
御
修
法
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
一
〇
日
に
足
利
尊
氏

の
軍
が
都
に
攻
め
て
き
た
た
め
後
醍
醐
天
皇
は
比
叡
山
に
逃
れ
、
弘
真
も
修
法
の
道
具

を
返
し
た
だ
け
で
比
叡
山
に
お
供
を
し
た
、
と
い
う
状
況
で
し
た
。
実
際
に
こ
の
と
き

の
戦
で
内
裏
は
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
交
名
は
、
正
平
一
統
と
よ
ば
れ
る
南
北

朝
の
和
平
が
お
と
ず
れ
た
後
、
正
平
七
（
一
三
五
二
）
年
に
弘
真
が
再
び
後
七
日
御
修

法
の
阿
闍
梨
を
つ
と
め
た
機
会
に
書
い
て
貼
り
継
い
だ
よ
う
で
す
。
た
だ
、
そ
の
和
平

は
長
く
は
続
か
ず
、
展
示
番
号
10
に
見
え
る
よ
う
な
争
い
が
起
こ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

（
紙
背
） 

八
日
、
任
例
始
行
御
修
法
、
但
十
日
、
逆 

徒
乱
入
京
洛
、 

聖
主
臨
幸
山
門
之 

間
、
兼
雖
存
儲
、
臨
期
物
惣
、
不
及
続 

一
紙
之
交
名
、
返
渡
道
具
於
本
寺
、
奉 
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随 

天
蹕
畢
、
而
今
得
正
平
勤
修
之 

便
宜
、
令
注
置
建
武
請
僧
之
名
字
耳
、 

  

12 

比
丘
尼
良
明
敷
地
文
書
紛
失
状
案 

建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
八
月 

日 

（
京
函
72

(2)
）  

比
丘
尼
良
明
が
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
土
地
の
証
文
の
代
わ
り
に
す
る
た
め
に
書

い
た
文
書
（
の
写
し
）
で
す
。
良
明
は
祇
園
中
路
の
迎
接
院
と
い
う
寺
院
の
蔵
に
土
地

の
証
文
を
置
い
て
い
た
の
で
す
が
、
建
武
三
年
正
月
一
七
日
の
世
上
動
乱
の
時
に
、
軍

勢
が
そ
の
寺
に
乱
入
し
、
蔵
を
打
ち
破
っ
て
仏
具
聖
教
な
ど
を
奪
い
取
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
良
明
の
文
書
も
こ
の
時
に
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
世
上
動
乱
の

日
、
建
武
三
年
正
月
一
七
日
と
い
う
の
は
展
示
番
号
11
の
ち
ょ
う
ど
一
週
間
後
で
す
。

展
示
番
号
11
で
は
足
利
尊
氏
軍
が
京
都
に
攻
め
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
文
書

で
は
尊
氏
に
対
抗
す
る
新
田
義
貞
が
足
利
直
義
や
高
師
直
と
戦
い
つ
つ
都
に
攻
め
上
っ

て
き
た
た
め
に
「
世
上
動
乱
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
足
利
尊
氏

や
新
田
義
貞
と
い
う
の
は
歴
史
の
教
科
書
に
必
ず
登
場
す
る
著
名
な
人
物
で
す
が
、
彼

ら
の
行
動
は
教
科
書
に
は
出
て
こ
な
い
普
通
の
人
に
こ
の
よ
う
な
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
し
た
。 

 

立
申 

紛
失
状
事 

右
、
子
細
者
、
法
性
寺
柳
原
〈
自
一
橋
北
〉
西
頬
敷
地
〈
口
南
北
弐
拾
三
丈
五
尺
、

奥
東
西
参
拾
陸
丈
五
尺
〉 

為
良
明
〈
迎
接
院
尼
衆
〉
相
伝
之
私
領
、
于
今
当
知
行
、
敢
無
相
違
地
也
、
而 

於
手
継
証
文
等
券
契
者
、
祇
園
中
路
納
置
迎
接
院 

庫
蔵
之
処
、
今
年
正
月
十
七
日
世
上
動
乱
之
刻
、
軍
勢
等
乱
入 

寺
内
、
打
破
寺
庫
、
奪
取
仏
具
聖
教
以
下
資
材
雑
具
、
同 

時
令
紛
失
畢
、
此
条
近
隣
無
隠
上
者
、
早
任
傍
例
、
且
賜
近 

隣
御
証
判
、
且
為
祇
園
境
内
之
上
者
、
請
社
家
証
明
、
為
備 

向
後
之
亀
鏡
、
紛
失
状
如
件
、 

建
武
参
年
八
月 

日 

比
丘
尼
良
明 

判 

沙
門
円
秀 

判 

散
位
藤
原
行
藤 

判 

法
印
顕
詮 

判 

法
印
浄
晴 

判 

（
後
略
） 
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廿
一
口
方
評
定
引
付 

文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
四
月
二
五
日
条 （

天
地
之
部
37
）  

武
将
が
東
軍
と
西
軍
に
分
か
れ
て
抗
争
を
続
け
る
応
仁
・
文
明
の
乱
の
最
中
、
東
寺

供
僧
は
寺
の
宝
物
（
ほ
う
も
つ
）
の
安
全
が
心
配
に
な
り
、
醍
醐
寺
へ
避
難
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
し
、
醍
醐
寺
も
危
険
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
で
預
け
て
い
た
宝
物
を
東
寺
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へ
戻
す
こ
と
を
考
え
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
現
代
で
は
、
今
の
保
管
場
所

だ
と
ど
う
い
う
ふ
う
に
危
な
い
の
か
、
別
の
保
管
場
所
に
移
す
と
ど
れ
く
ら
い
安
全
な

の
か
、
い
つ
ど
う
い
う
手
順
で
移
転
を
行
う
の
か
、
な
ど
様
々
な
調
査
、
計
画
立
案
や

そ
の
書
類
仕
事
で
な
か
な
か
大
変
で
す
が
、
こ
の
文
書
に
は
「
六
条
陰
陽
師
仁
可
被
占

之
由
衆
議
了
」
と
あ
っ
て
、
実
際
に
ど
う
す
る
の
か
は
六
条
陰
陽
師
に
占
わ
せ
て
決
め

る
こ
と
に
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
後
、
五
月
一
六
日
に
は
東
寺
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
に

決
ま
る
の
で
す
が
、
一
八
日
に
は
状
況
が
緊
迫
し
て
交
通
も
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
先

延
ば
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
せ
い
で
展
示
番
号
14
の
よ
う
な
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

（
前
略
） 

（
文
明
元
年
四
月
） 

同
廿
五
日 

公
禅 

仁
然 

杲
覚 

尭
杲 

尭
全 

 

宏
清 

原
永 

覚
永 

融
寿 

俊
忠 

 

慶
清 

具
円 

宗
永 

宝
済 

一
、
寺
家
宝
物
之
事
、
依
為
乱
世
、
雖
被
置
醍
醐
、 

近
日
有
物
責
之
間
、
可
被
渡
他
所
歟
之
事
、 

六
条
陰
陽
師
に
可
被
占
之
由
衆
儀
了 

（
後
略
） 
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廿
一
口
方
評
定
引
付 

文
明
二
（
一
四
七
〇
）
年
八
月
一
〇
日
条 

 

（
ち
函
19
）  

東
寺
の
宝
物
は
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
九
月
二
一
日
に
東
寺
か
ら
醍
醐
寺
三
宝
院

の
経
蔵
に
避
難
さ
せ
、
そ
の
後
醍
醐
寺
の
い
く
つ
か
の
院
家
に
分
散
し
て
保
管
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
展
示
番
号
13
の
よ
う
に
、
東
寺
に
引
き
取
ろ
う
と
し
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
間
の
文
明
二
（
一
四
七
〇
）
年
七
月
二
〇
日
、
西
軍
の
大
内
政
弘
が
醍
醐
・
山

科
を
攻
め
、
醍
醐
寺
で
は
多
く
の
建
物
が
火
事
と
な
り
、
東
寺
が
預
け
て
い
た
宝
物
も

こ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
文
書
は
預
け
先
の
醍
醐
寺
か
ら
戻
っ
て
き

た
宝
物
の
リ
ス
ト
で
、
火
事
の
後
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
が
八
幡
市
で
売
ら
れ
て
い
る

の
を
見
つ
け
て
買
っ
た
、
理
性
院
の
庭
で
拾
っ
た
、
と
い
っ
た
記
述
も
あ
り
、
火
事
後

の
混
乱
し
た
状
況
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

 

（
文
明
二
年
八
月
十
日
条
） 

（
前
略
） 

一
、
御
道
具
等
自
上
醍
醐
帰
寺
之
由
、
令
披
露
者
也
、 

御
道
具
唐
櫃
一
合
、
両
界
箱
一
合
、
十
二
天
箱
一
合
、 

五
大
尊
箱
一
合
、
大
師
御
絵
一
合
、
仏
具
箱
弐
合
〈
於
理
性
院
令
紛
失
畢
〉、 

（
丁
裏
） 

東
寺
額
〈
同
令
紛
失
畢
〉、
鎮
守
額
、
聖
天
〈
八
幡
市
ニ
テ
宗
承
買
得
、
寄
進
畢
〉、 

印
三
ヶ
〈
中
綱
乗
俊
、
於
理
性
院
庭
拾
之
寺
家
へ
進
者
也
〉、
同
舟
器
買
得
之 

已
上 

右
件
御
道
具
等
、
去
応
仁
元
年
九
月
廿
一
日
、
醍
醐
寺
三
宝
院 
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御
経
蔵
被
渡
之
、
於
醍
醐
諸
院
家
分
配
之
、
就
中
文
明 

二
年
七
月
十
九
日
、
勧
修
寺
堂
塔
并
門
跡
・
院
家
・
坊
中 

致
于
在
家
等
悉
炎
上
、
次
廿
日
醍
醐
寺
至
于
伽
藍 

青
龍
宮
・
門
跡
・
諸
院
・
在
家
等
、
悉
成
灰
燼
畢
、 

但
塔
一
基
無
為
也
、
大
概
如
比
、
不
及
委
細
記
者
也 

（
後
略
） 
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織
田
信
長
禁
制 

永
禄
一
一
（
一
五
六
八
）
年
九
月 

日 

（
せ
函
武
86
）  

永
禄
一
一
（
一
五
六
八
）
年
九
月
、
織
田
信
長
は
足
利
義
昭
（
こ
の
直
後
、
将
軍
に

な
り
ま
す
）
を
奉
じ
て
京
都
に
入
り
、
東
寺
に
陣
を
構
え
ま
す
。
こ
の
文
書
は
そ
の
時

に
信
長
が
自
分
の
配
下
に
向
け
て
、
東
寺
境
内
で
濫
妨
狼
籍
や
陣
取
、
放
火
な
ど
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
て
い
る
も
の
で
す
。
大
勢
の
軍
隊
が
寺
の
中
に
駐
留
す
る
わ
け

で
す
か
ら
、
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
お
こ
る
か
、
東
寺
は
当
然
心
配
を
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
東
寺
は
信
長
に
頼
ん
で
こ
の
よ
う
な
文
書
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
東
寺
百
合
文

書
の
な
か
に
は
他
に
も
多
く
の
禁
制
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和
で
は
な
い
時
代
に
寺

の
安
全
を
保
つ
の
は
な
か
な
か
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

禁
制 

 
 

東
寺
境
内 

一
、
当
手
軍
勢
濫
妨
狼
藉
事
、 

一
、
陣
取
放
火
之
事
〈
付
寄
宿
〉、 

一
、
伐
採
竹
木
之
事
、 

右
条
々
、
於
違
犯
之
輩
者
、
速
可
処 

厳
科
者
也
、
仍
執
達
如
件
、 

永
禄
十
一
年
九
月 

日 

弾
正
忠
（
朱
印
） 
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東
寺
宝
蔵
納
物
注
文 

建
保
四
（
一
二
一
六
）
年
二
月
一
六
日 

（
せ
函
古
12
）  

建
保
四
（
一
二
一
六
）
年
二
月
五
日
の
夜
、
東
寺
の
宝
蔵
に
盗
人
が
入
り
ま
し
た
。

こ
の
文
書
は
「
一 

今
月
五
日
の
夜
、
盗
人
と
し
て
盗
み
取
ら
し
む
る
物
の
事
」
と
し

て
御
道
具
唐
櫃
に
納
め
ら
れ
て
い
た
五
鈷
、
鈴
な
ど
の
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
ま

ず
書
き
上
げ
、
続
け
て
、「
一 

現
在
納
物
等
」
と
し
て
盗
ま
れ
ず
に
存
在
を
確
認
で
き

た
も
の
を
書
き
上
げ
て
い
ま
す
。
盗
ま
れ
な
か
っ
た
方
に
は
「
文
書
箱
三
合 

被
付
封
」

や
「
官
符
等
箱
壱
合
」
と
あ
り
、
文
書
は
無
事
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
後
の
二
月
二
九
日
に
犯
人
が
つ
か
ま
り
、
盗
ま
れ
た
も
の
も
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

注
進 

東
寺
宝
蔵
納
物
等 

 
 

合 

一
、
今
月
五
日
夜
為
盗
人
令
盗
取
物
等 

御
道
具
唐
櫃
内 

五
鈷
壱
口 

鈴
壱
口 

三
鈷
壱
口 

独
鈷
壱
口 

輪
壱
口 

羯
磨
肆
口 
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橛
肆
枚 

金
剛
盤
壱
口 

金
銅
壺
肆
口 

五
色
糸
壱
条 

茶
垸
壺
壱
口
〈
赤
地
錦
袋
入
之
〉 

金
銅
塔
壱
基 

仏
舎
利
弐
壺
〈
赤
地
錦
袋
入
之
〉 

灌
頂
院
御
仏
具
等 

大
花
瓶
拾
口 

大
閼
伽
捌
前
〈
在
火
垸
〉 

大
火
舎
捌
口 

塗
香
器
弐
口 
灑
水
器
弐
口 

鐃
壱
口 

鉢
弐
口 

金
剛
盤
壱
口 

五
鈷
壱
口 

香
呂
壱 

香
象
壱 

水
瓶
壱
口 

少
閼
伽
拾
陸
前 

同
火
垸
肆
前 

同
火
舎
肆
口 

粥
器
伍
口 

少
閼
伽
器
拾
肆
前
〈
夏
中
供
花
料
〉 

西
院
御
仏
具
等 

閼
伽
器
肆
前 

花
瓶
伍
口 

五
色
糸
壱
条 

仏
器
捌
枚 

火
舎
肆
口 

金
銅
宝
鐸
壱 

一
、
現
在
納
物
等 

御
道
具
唐
櫃
納
物
〈
在
覆
〉 

御
袈
裟
壱
帖
〈
在
横
被
、
蒔
絵
箱
、
但
結
緒
壱
筋
盗
取
之
〉 

水
精
念
珠
壱
連

〈
在
箱
〉 

商
佉
壱
口 

覆
面
弐
口 

御
道
具
箱
壱
合
〈
黒
漆
、
結
緒
壱
筋
盗
取
之
〉 

目
録
弐
巻
〈
長
承
二
年
以
後
〉 

夾
名
案
弐
巻
〈
天
仁
三
年
以
後
〉 

御
巻
数
案
壱
巻
〈
康
和
二
年
以
後
〉 

舎
利
勘
計
記
并
奉
請
間
文
書
弐
巻
内
〈
一
巻
天
暦
四
年
以
後
、
一
巻
保
延
五
年

以
後
〉 

已
上
御
唐
櫃
納 

舎
利
弐
粒
〈
白
色
、
臨
時
供
養
料 

 
 

置
之
〉 

舎
利
壱
粒
〈
白
色
、
入
金
小
器
、
其
上
金
銅
壺
奉
安
置
之
、
被
付
御
封
、
食
堂

千
手
観
音
修
理
之
時
、
奉
見
出
之
、
其
後
未
被
奉
安
置
〉 

大
般
若
六
百
巻
〈
椙
櫃
六
合
納
之
〉 

灌
頂
院
敷
曼
荼
羅
弐
鋪 

西
院
曼
荼
羅
弐
鋪 

古
曼
荼
羅
肆
鋪
〈
但
破
損
〉 

五
大
尊
絵
像
伍
鋪 

十
二
天
絵
像
拾
弐
鋪 

金
銅
聖
天
像
壱
体 

金
銅
灌
仏
像
一
体 

七
祖
御
影
柒
鋪
〈
入
椙
櫃
一
合
、
被
付
御
封
〉 

七
祖
新
御
影
柒
鋪 

十
二
天
屏
風
肆
帖
〈
本
新
〉 

八
幡
宮
御
正
体
拾
枚 

同
御
簾
木
緒
陸
筋 

鈴
壱
口 

小
閼
伽
壱
前
余
伍 

同
火
垸
拾
肆
前
余
参
枚 

火
舎
拾
参
口
〈
在
大
少
〉 

花
瓶
参
拾
参
口
〈
在
大
少
〉 

橛
捌
本 

五
色
糸
弐
条
〈
此
内
一
条
盗
人
切
取
之
〉 

香
象
覆
壱
枚
〈
銅
〉 

已
上
灌
頂
院
御
仏
具 

西
院
橛
肆
本 

供
花
閼
伽
器
陸
前
余
肆 

大
鉢
捌
口 

大
盤
拾
陸
枚
〈
已
上
両
種
、
去
正
月
廿
八
日
［ 

 

］
修
正
之
時

取
出
之
後
在
講
堂
、
而
今
日
返
納
之
〉 

聖
天
具
平
桶
壱
合
内 

少
閼
伽
器
壱
前
〈
在
火
垸
〉 

花
瓶
弐
口 

塗
香
器
壱
口 

灑
水
器
壱
口 

多
羅
壱
口 

杓
壱 

扇
壱
枚
〈
紙
扇
也
〉 

政
印
箱
壱
合
〈
納
金
銅
印
参
、
同
鉢
弐
口
、
鐵
尺
肆
筋
、
鎰
、
針
片
方
〉 

金
銅
御
水
瓶
壱
口 

螺
肆
口 



14 

如
意
壱
口 

玉
幡
弐
流
〈
破
損
〉 

持
幡
装
束
弐
具
内 

袍
弐 

下
襲
弐 

半
臂
弐
〈
在
緒
〉 

帷
弐
領 

表
袴
弐 
大
口
弐 

角
緒
弐
筋
〈
今
弐
筋
盗
取
之
〉 

帯
弐 

韈
弐
足 

同
古
装
束
弐
具
〈
但
不
具
破
損
〉 

幡
大
少
伍
拾
流 

花
幔
拾
柒
枚 

高
座
前
垂
壱
枚
〈
錦
〉 

打
敷
壱
枚
〈
織
物
〉 

古
天
葢
壱
枚 

散
花
覆
壱
枚 

御
唐
櫃
古
覆
壱
枚 

灯
炉
肆 

師
子
頭
壱
〈
在
面
形
弐
、
鼓
壱
、
古
衣
少
々
〉 

十
二
時
面
形
拾
弐
枚 

幄
屋
布
幔
壱
帖
〈
破
損
〉 

文
書
箱
参
合
〈
被
付
封
〉 

官
符
等
箱
壱
合 

黒
染
箱
壱
合 

手
洗
壱 

金
銅
延
同
拾
陸
枚 

古
木
龍
頭
少
々 

大
宝
鐸
拾
玖 

小
宝
鐸
百
拾
柒 

二
王
鏁
捌
筋 

塔
九
輪
内
輪
弐
筋 

宝
鐸
大
火
打
形
参
枚 

同
小
火
打
形
玖
拾
弐
枚 

戸
蠏
甲
参
百
伍
拾 

戸
津
不
利
弐
口 

古
釷
鎰
壱 

已
上
䥫 

中
門
鬼
眼
黒
水
精
玉
捌
果
〈
大
〉 

白
水
精
玉
四
果
〈
小
〉 

右
、
目
録
如
件 

建
保
四
年
二
月
十
六
日 

上
座
法
橋
（
花
押
） 

別
当
権
律
師
（
花
押
） 
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廿
一
口
方
評
定
引
付 

文
明
九
（
一
四
七
七
）
年
七
月
晦
日
条 （

天
地
之
部
40
）  

こ
の
文
書
は
廿
一
口
方
（
に
じ
ゅ
う
い
っ
く
か
た
）
と
呼
ば
れ
る
東
寺
の
供
僧
組
織

が
行
な
っ
た
会
議
の
記
録
で
す
。
文
明
九
（
一
四
七
七
）
年
の
七
月
晦
日
に
行
な
わ
れ

た
会
議
で
は
、
七
月
二
八
日
の
夜
に
宝
蔵
へ
盗
賊
が
入
っ
た
こ
と
が
議
題
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
盗
賊
の
入
り
方
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
て
、
こ
っ
そ
り
と
鍵
を
開
け
て

と
い
う
よ
う
な
穏
や
か
な
や
り
方
で
は
な
く
、「
宝
蔵
の
板
敷
を
焼
き
破
る
」
と
い
う
か

な
り
乱
暴
な
や
り
方
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
展
示
番
号
16
の
建
保
四
（
一
二
一
六
）

年
の
盗
難
の
こ
と
も
参
考
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
二
六
一
年
前
の
事

例
で
す
。
二
〇
一
五
年
の
現
在
に
当
て
は
め
る
と
、
江
戸
時
代
の
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）

年
に
起
き
た
事
件
を
先
例
に
引
く
よ
う
な
も
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宝
蔵
の
宝
物
が
盗
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
だ
け
大
き
な
事
件
な
の
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
現
代
人
に
と
っ
て
江
戸
時
代
の
事
件
は
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
す
が
、
室
町
時
代

の
人
に
と
っ
て
鎌
倉
時
代
に
起
き
た
事
件
は
そ
れ
ほ
ど
昔
の
こ
と
に
は
感
じ
ら
れ
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

（
文
明
九
年
） 
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七
月
晦
日 

杲
覚 
宗
寿 

尭
杲 

宏
清 

教
済 

 

覚
永 
俊
忠 

公
遍 

厳
信 

宗
承 

 

祐
源 

宝
紹 
真
照 

俊
耀 

融
寿 

一
、
去
廿
八
日
夜
、
盗
賊
、
焼
破
宝
蔵
板
敷
、
盗
取
法
会
之
具
等
〈
近
年
、
依
乱
世
、

西
院
灌
頂
道
具
被
渡
置
之
〉 

鐃
鉢
二
口 

鉦
鼓
二 
長
者
印
鎰
〈
在
箱
〉 

千
手
堂
前
具
〈
夏
中
備
之
〉 

同

鈴
杵 

同
堂
蚊
帳 

已
上
自
根
本
所
納
物
、 

香
炉
箱
居
■
一
具 

三
衣
袋
二 

皆
水
晶
念
珠
一
連 

大
五
鈷
〈
二
、
此
内
一
、

故
融
然
法
印
寄
進
也
〉 

（
丁
裏
） 

■
字
火
舎
二 

片
供
器
六
〈
輪
■
石
同
台
〉 

五
瓶
等 

已
上
西
院
道
具 

紛
失
物
大
概
如
此
、
令
披
露
畢
、
仍
宝
蔵
盗
賊
事
、〈
順
徳
院
御
宇
〉
建
保
四
年 

二
月
五
日
夜
、
乱
入
緑
林
、
請
来
道
具
等
盗
取
之
、
雖
然
、
不
日
御
帰
寺
云
々 

〈
後
醍
醐
院
御
宇
〉
又
去
嘉
暦
四
年
〈
己
巳
〉
六
月
廿
五
日
夜
〈
丑
刻
〉、
白
波
乱

入
宝
蔵
、
乾
陀
穀
子 

袈
裟
等
盗
取
之
、
於
仏
舎
利
者
移
置
別
器
、
不
取
之
、
袈
裟
等
一
七
ケ
日 

内
出
歟
云
々
、
近
年
世
上
依
大
乱
、
御
〈
道
具
〉
唐
櫃
、
五
大
尊
十
二
天
、
両
壇

仏
具
等 

移
置
醍
醐
寺
之
処
、
醍
醐
之
蔵
亡
之
刻
、
両
壇
仏
具
等
少
々
紛
失
〈
理
性
院
預
之

分
也
、
其
外
移
山
上
云
々
〉 

重
宝
道
具
櫃
、
五
大
尊
十
二
天
等
、
無
為
帰
寺
〈
於
印
鎰
者
、
当
寺
中
綱
乗
春
法

師
拾
之
、
進
寺
家
〉、
今
度 

又
盗
賊
之
難
遁
、
御
無
為
之
条
、
天
下
泰
平
之
基
、
一
寺
之
祝 

悦
併
護
法
善
神
之
冥
助
、
高
祖
加
持
力
之
所
致
之
旨
、
衆
儀
畢 
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唐
櫃
所
納
重
書
目
録 

文
明
九
（
一
四
七
七
）
年
七
月
晦
日 

 
 

（
テ
函
143
）  

展
示
番
号
17
と
同
じ
日
に
書
か
れ
た
文
書
で
、
七
月
二
八
日
夜
の
盗
難
を
う
け
て
、

重
書
唐
櫃
一
合
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
証
文
の
点
検
を
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
以

降
は
も
っ
ぱ
ら
御
影
堂
や
僧
そ
れ
ぞ
れ
の
住
坊
で
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
た
と
解
釈
さ

れ
る
記
述
の
文
書
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
文
書
は
、
中
世
の
こ
の
時
期
で
も
宝
蔵
に

保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。「
学
衆
方
重
書
正
文
一
結
」

「
惣
安
堵
段
銭
免
除
等
一
結
」
な
ど
、
種
類
ご
と
に
文
書
を
束
ね
、
そ
れ
ら
を
唐
櫃
に

入
れ
て
宝
蔵
で
保
管
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

宝
荘
厳
院
方
一
結
納
之
〈
文
明
十
八 

十 

十
六
〉 

公
遍
（
花
押
） 

宗
寿
（
花
押
） 

 

東
寺
重
書
唐
櫃 

壱
合
之
内
被
納
証
文 

事 

 

学
衆
方
重
書 
〈
正
文
〉
一
結 
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惣
安
堵
段
銭
免
除
等 

一
結 

植
松
庄 

一
結 

久
世
庄 
一
結 

東
西
九
条 
一
結 

教
令
院
方 

一
結 

新
見
庄 

一
結 

最
勝
光
院
方 

一
結 

太
良
庄 

一
結
〈
但
案
文
〉 

掃
除
方 

一
結
〈
散
所
〉 

宝
荘
厳
院
方 

一
結 

大
悲
心
院
方 

一
結 

妙
見
寺
方 

一
結 

大
成
具
書 

一
結 

大
山
庄 

一
結 

已
上
十
五
結 

文
明
九
年
七
月
晦
日 

融
寿
（
花
押
） 

公
遍
（
花
押
） 

俊
忠
（
花
押
） 

教
済
（
花
押
） 

宗
寿
（
花
押
） 

杲
覚
（
花
押
） 

 

宝
蔵
道
具
注
文
一
通 

一
、
地
口
棟
別
等
免
除
納
之 

文
明
十
八 

七 

十
九 

公
遍
（
花
押
） 
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唐
櫃
所
納
道
具
注
文 

文
明
九
（
一
四
七
七
）
年
八
月
一
九
日 

 

（
メ
函
264
）  

展
示
番
号
18
同
様
、
こ
の
文
書
も
盗
難
の
後
、
点
検
を
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、

こ
ち
ら
の
ほ
う
は
仏
舎
利
な
ど
、
文
書
で
は
な
く
宝
物
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
、
仏
舎
利 

一
、
商
佉 

已
上
〈
皆
水
晶
念
珠
箱
入
、
南
長
押
〉 

一
、
鈴
并
三
杵 

已
上
〈
大
五
古
箱
、
南
長
押
〉 

一
、
念
珠
〈
皆
水
晶
〉 

一
、
金
剛
盤 

一
、
輪
羯
麿 

一
、
橛
四
本 

一
、
閼
伽
盞
三
口 

一
、
千
手
堂
舎
利
鉢
一 

已
上
〈
千
手
堂
前
具
箱
、
南
長
押
〉 

一
、
千
手
堂
舎
利
塔 

一
、
水
瓶
〈
大
師
御
持
物
〉 
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已
上
舞
装
束
箱
〈
西
ニ
ア
リ
〉 

一
、
舎
利
塔
〈
御
道
具
内
〉 

已
上
金
堂
幡
箱
〈
乾
ノ
角
ニ
ア
リ
〉 

一
、
千
手
堂
舎
利
小
箱
〈
南
長
押
〉 

一
、
乾
陀
御
袈
裟
〈
南
長
押
〉 

已
上
〈
墨
染
箱
〉 

文
明
九
年
八
月
十
九
日 教

済
（
花
押
） 

覚
永
（
花
押
） 

融
寿
（
花
押
） 

公
遍
（
花
押
） 

栄
増
（
花
押
） 
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文
書
出
納
日
記 

長
禄
三
（
一
四
五
九
）
年
一
二
月
六
日
部
分 

 

（
さ
函
113
）  

文
書
は
日
々
の
仕
事
で
参
考
に
し
た
り
、
訴
訟
で
証
拠
や
先
例
と
し
て
示
し
た
り
す

る
た
め
に
実
際
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
多
く
の
人
が
使
う
も
の
は
き
ち
ん
と
管
理

し
て
い
な
い
と
、
つ
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
中
世
の
東
寺
で
は
文
書
を
持
ち

出
す
と
き
や
返
却
し
た
と
き
に
き
ち
ん
と
記
録
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
文
書
は
そ

の
記
録
の
一
部
で
、
た
と
え
ば
、
長
禄
三
年
一
二
月
六
日
に
は
御
判
物
四
通
〈
永
和
三

十
一
廿
一
、
応
永
十
七
十
二
廿
四
、
永
享
六
三
廿
六
、
同
四
四
十
一
〉
が
取
り
出
さ
れ
、

堯
忠
と
宗
寿
の
二
人
が
署
名
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
翌
年
の
三
月

二
日
に
返
却
さ
れ
、
そ
の
と
き
に
は
仁
然
と
宗
寿
が
署
名
し
て
い
ま
す
。 

 

（
部
分
） 

廿
一
口
第
一
箱 

一
、
為
惣
安
堵
、
御
判
物
四
通
〈
永
和
三 

十
一 

廿
一
、
応
永
十
七 

十
二 

廿
四
、

永
享
六 

三 

廿
六
、
同
四 

四 

十
一
〉
出
之
、
付
加
賀
所
了
、 

長
禄
三
年
十
二
月
六
日 

堯
忠
（
花
押
） 

宗
寿
（
花
押
） 

同
四
年
三
月
二
日
納
之
畢
、 

仁
然
（
花
押
） 

宗
寿
（
花
押
） 
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廿
一
口
方
評
定
引
付 

長
禄
三
（
一
四
五
九
）
年
一
二
月
三
日
条 （

天
地
之
部
34
）  

こ
の
文
書
は
会
議
の
議
事
録
で
、
一
二
月
三
日
の
条
に
は
「
一 

惣
安
堵
事
、
披
露

之
処
、
急
可
被
申
之
云
々
」
と
あ
り
ま
す
。「
惣
安
堵
」
と
い
う
、
土
地
に
対
す
る
権
利

に
つ
い
て
の
お
墨
付
き
を
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
武
家
に
依
頼
す
る
件
を
会
議
の
議

題
に
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
早
く
そ
う
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
依
頼

を
す
る
と
き
に
は
根
拠
と
な
る
文
書
を
添
付
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
文
庫
か
ら
文
書

を
取
り
出
し
ま
す
。
そ
の
時
に
書
か
れ
た
の
が
、
展
示
文
書
20
の
一
二
月
六
日
に
文
書



18 

四
通
を
取
り
出
し
た
と
い
う
記
録
で
す
。 

 

（
長
禄
三
年
十
二
月
三
日
条
） 

（
前
略
） 

一
、
惣
安
堵
事
、
披
露
之
処
、
急
可
被
申
之
云
々
、 

（
後
略
） 

  

22 

廿
一
口
方
所
出
文
書
目
録 
長
禄
三
（
一
四
五
九
）
年
一
〇
月
五
日 （

ケ
函
165
）  

展
示
番
号
20
の
よ
う
な
文
書
出
納
帳
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
返
納
さ
れ
て
い
な
い
文
書

を
書
き
出
し
た
も
の
で
す
。
様
々
な
事
情
が
あ
る
の
か
、
戻
っ
て
こ
な
い
文
書
と
い
う

の
も
や
は
り
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
文
書
は
端
裏
書
き
に
「
長
禄
三
十
五
書
写
之
」
と

あ
り
ま
す
。
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
長
禄
三
年
一
〇
月
五
日
に
出
納
の
チ
ェ
ッ
ク
作

業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
評
定
引
付
に
も
記
事
は
な
く
、
残
念
な
が

ら
理
由
は
不
明
で
す
。 

 

（
端
裏
書
） 

自
西
院
所
出
文
書
〈
廿
一
口
方
〉
目
六
〈
自
文
安
六
至
長
禄
二
、
長
禄
三 

十 

五 

書

写
之
〉 

 

自
西
院
被
出
文
書
〈
廿
一
口
方
〉
事 

一
、
当
国
不
入
御
判
一
通
出
之
了 

奉
行
肥
前
守
付
之
畢 

文
安
六
年
三
月
十
四
日 

甚
清 

杲
覚 

一
、
両
国
〈
播
州
、
太
良
〉
不
入
御
教
書
一
通
出
之 

肥
前
方
付
之 

宝
徳
元
年
一
一
月
廿
四
日 

甚
清 

清
円 

一
、
四
月
七
日
仏
事
料
所
支
二
通 

肥
前
方
ニ
可
有
之 

享
徳
二
年
四
月
十
八
日
比
付
之
歟 

一
、
洛
中
地
口
免
除
目
録
〈
文
安
二
〉
一
通 

肥
前
方
ニ
ア
ル
歟 

享
徳
二
年
四
月
十
八
日
出
之 

一
、
三
ヶ
国
反
銭
御
教
書
三
通
出
之
寺
崎
方
ヘ
渡
之 

享
徳
三
年
二
月
十
六
日 

原
清 

融
寿 

一
、
寄
進
田
目
録
〈
仏
事
方
〉
一
巻
、
新
寄
進
田
目
六
一
巻 

已
上
両
通
寄
進
田
上
箱
ヨ
リ
出
之 

享
徳
四
年
五
月
七
日 

覚
永 

堯
忠 

一
、
矢
野
庄
守
護
段
銭
免
除
案
文
等
四
通
廿
一
口
方
第
一
箱
ヨ
リ
出
之 

康
正
元
年
八
月
二
日 

快
寿 

杲
覚 

一
、
散
所
免
除
支
証
三
通
、
廿
一
口
方
第
二
箱
ヨ
リ
出
之 

寺
尾
方
付
之 

康
正
元
年
八
月
廿
六
日 

快
寿 

宗
寿 

〈
廿
一
口
方
第
一
箱
〉 

一
、
同
支
証
奉
書
〈
宝
徳
三 

九 

廿
四
〉
正
文
一
通
出
之 

付
寺
尾
許 

同
九
月
廿
四
日 

快
寿 

堯
忠 

一
、
同
支
証
寺
務
奉
書
一
通
出
之 

飯
尾
肥
前
方
付
之 

同
九
月
廿
八
日 

快
寿 

宗
寿 

〈
廿
一
口
方
第
一
箱
〉 

一
、
同
支
証
院
宣
案
〈
親
房
卿
〉
一
通
出
之 
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同
廿
九
日 

快
寿 

堯
忠 

一
、
上
野
庄
預
所
職
請
文
〈
康
正
元 

十
一 

十
九 

定
清
〉
一
通 

一
、
矢
野
庄
代
官
職
請
文 

供
僧
方
〈
康
正
元 

八 

廿
七 

増
祐
〉 

一
、
其
国
寺
請
文
一
通
〈
康
正
元 

十
二 

廿
三
〉 

康
正
元
年
十
二
月
二
十
九
日 

原
永 

覚
永 

是
ハ
若
被
納
之
歟 

〈
上
桂
箱
〉 

一
、
上
野
庄
検
注
等
一
結
〈
十
九
〉
出
之 

康
正
三
年
六
月
廿
一
日 
仁
然 

堯
忠 

〈
大
山
箱
ヨ
リ
出
之
〉 

一
、
平
野
、
垂
水
、
大
成
庄
等
惣
安
堵
綸
旨
一
通
〈
二
枚
〉
并
〈
廿
一
口
方
第
四
箱
〉

大
成
庄
文
書
案
文
一
巻
〈
五
枚
〉、
以
上
二
通
出
之 

康
正
三
年
八
月
廿
五
日 

仁
然 

重
増 

此
一
結
長
禄
元 

十
一 

十
四 

若
納
歟 

一
、
散
所
支
障
〈
康
正
二
〉
一
通
出
之 

長
禄
二
年
十
月
十
五
日 

堯
忠 

杲
覚 

  

23 

文
書
出
納
日
記 

享
徳
二
（
一
四
五
三
）
年
四
月
一
八
日
部
分 

 

（
あ
函
43
）  

展
示
番
号
22
の
一
つ
書
き
四
つ
目
に
「
一 

洛
中
地
口
免
除
目
録 

文
安
二 

一
通 

肥
前
方
ニ
ア
ル
歟 

享
徳
二
年
四
月
十
八
日
出
之
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
文
書
を
取

り
出
す
と
き
に
書
い
た
記
録
で
す
。「
一
」
の
上
に
○
が
あ
る
の
は
チ
ェ
ッ
ク
作
業
を
し

て
い
た
と
き
に
つ
け
た
記
号
で
し
ょ
う
か
。 

 

〈
○
〉
一
、
洛
中
地
口
免
除
目
録
弐
通
〈
文
安
二
、
宝
徳
二
〉 

享
徳
二
年
四
月
十
八
日
出
之 

快
寿
（
花
押
） 

仁
然
（
花
押
） 

二
通
内
宝
徳
二
支
証
一
通
納
之 

康
正
二
年
九
月
廿
一 

堯
忠
（
花
押
） 

宗
寿
（
花
押
） 

  

24 

文
書
出
納
日
記 

（
さ
函
111
）  

展
示
番
号
22
の
後
ろ
か
ら
三
つ
目
の
一
つ
書
き
で
「
上
桂
箱 

是
ハ
若
被
納
之
歟 

一 

上
野
庄
検
注
等
一
結
十
九
出
之 

康
正
三
年
六
月
廿
一
日 

仁
然 

尭
忠
」
と
あ

る
文
書
を
出
し
た
記
録
で
す
。「
長
禄
三
年
十
一
月
二
日
納
之
畢 

宗
寿
（
花
押
）
／
尭

忠
（
花
押
）」、
と
あ
っ
て
一
一
月
二
日
に
返
納
さ
れ
ま
す
が
、
も
し
か
す
る
と
こ
れ
は

展
示
番
号
22
に
基
づ
い
て
催
促
を
し
た
効
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

長
禄
三
年
十
一
月
二
日
納
之
畢 

宗
寿
（
花
押
） 

堯
忠
（
花
押
） 
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〈
上
桂
箱
〉 

一
、
上
野
庄
検
注
等
一
結
〈
十
九
〉
出
之 

康
正
三
年
六
月
廿
一
日 

仁
然
（
花
押
） 

堯
全
（
花
押
） 

  

25 

観
一
御
影
堂
聖
人
職
条
々
請
文 

永
徳
元
（
一
三
八
一
）
年
六
月
一
一
日 

（
シ
函
29
）  

展
示
番
号
20
・
23
・
24
の
よ
う
な
、
文
書
出
納
の
帳
簿
に
は
供
僧
が
署
名
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
供
僧
自
身
が
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
部
屋
か
ら
文
書
を
取
り
出

し
て
く
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
資
料
館
で
は
、
利
用
者
が
閲
覧
申
請
書
を
提
出

し
て
資
料
の
請
求
を
す
る
と
、
職
員
が
そ
の
資
料
を
取
り
出
し
て
き
て
利
用
者
に
閲
覧

提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
中
世
の
東
寺
に
も
文

書
を
出
納
す
る
役
目
の
人
が
い
ま
し
た
。
御
影
堂
の
聖
人
（
し
ょ
う
に
ん
）
が
そ
れ
で
、

展
示
し
て
い
る
の
は
観
一
と
い
う
人
物
が
御
影
堂
の
聖
人
職
に
任
じ
ら
れ
る
と
き
に
提

出
し
た
誓
約
書
で
す
。
最
初
の
一
つ
書
き
で
「
文
書
出
入
以
下
之
所
役
、
致
慇
懃
沙
汰
、

毎
事
不
可
違
衆
命
事
」
と
あ
り
、
文
書
の
出
納
な
ど
の
仕
事
は
念
入
り
に
行
な
い
、
何

事
に
つ
け
て
も
供
僧
の
指
示
に
従
う
旨
を
誓
約
し
て
い
ま
す
。 

 

（
端
裏
書
） 

聖
職
請
文 

観
一
房 

 

請
申 

東
寺
御
影
堂
聖
人
職
条
々 

一
、
内
陣
臨
時
之
開
閉
并
文
書
出
入
以
下
之 

所
役
、
致
慇
懃
沙
汰
、
毎
事
不
可
違
衆
命
事 

一
、
当
職
補
任
之
上
者
、
常
住
為
本
、
敢
不
可
出
行
、 

就
中
、
於
当
番
中
者
、
昼
夜
可
令
居
住
聖
僧
坊
、 

雖
有
所
用
、
不
申
誂
于
傍
輩
者
、
不
可
他
行
事
、 

一
、
内
陣
御
具
足
等
、
非
年
預
御
命
者
、
一
切
不
可 

出
于
他
所
事
、 

右
、
条
々
、
堅
守
其
法
、
不
可
有
違
越
、
若
背
請 

文
旨
、
不
法
不
儀
等
令
出
来
者
、
不
日
被
改
替 

所
職
、
可
被
処
厳
密
罪
科
、
仍
請
文
之
状
如
件
、 

永
徳
元
年
六
月
十
一
日 

観
一
（
花
押
） 

  

26 

増
長
院
義
宝
請
文 

六
月
一
一
日 

（
メ
函
296
）  

展
示
番
号
25
の
観
一
が
聖
人
職
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
義
宝
が
推
薦
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
こ
と
が
こ
の
書
状
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
推
薦
し
た
か
ら
に
は
責
任
が
出
て
く
る

ら
し
く
、
義
宝
も
「
観
一
に
違
失
が
な
い
よ
う
指
導
し
ま
す
、
も
し
観
一
が
誓
約
に
違

反
し
て
不
義
な
こ
と
を
し
た
と
き
に
は
請
け
人
で
あ
る
自
分
が
厳
し
い
処
分
を
受
け
ま
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す
」
と
誓
約
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
書
状
に
は
追
而
書
（
お
っ
て
が
き
）
と
い
わ
れ
る

紙
が
付
け
足
さ
れ
（
27
）、
28
の
包
紙
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
追
而
書
に
は
「
観
一

房
請
文
一
紙
捧
之
候
」
と
あ
る
の
で
、
展
示
番
号
25
の
観
一
の
請
文
は
こ
の
義
宝
書
状

と
一
緒
に
廿
一
口
方
の
年
行
事
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
も
と
は
一
体
だ
っ

た
書
状
・
追
而
書
・
包
紙
は
、
あ
る
時
点
で
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
桐
箱
の
中
に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

観
一
房
御
影
堂
上
人 

職
事
、
依
挙
申
被 

補
任
之
上
者
、
就
内
外
無 

違
失
之
様
、
可
加
諷
諌
候
、 

万
一
、
背
請
文
旨
、
不
儀 

事
出
来
之
時
者
、
就
挙 

人
、
可
預
厳
密
御
沙
汰
候
哉
、 

恐
々
謹
言 六

月
十
一
日 

義
宝 

年
預
僧
都
御
房 

  

27 

増
長
院
義
宝
請
文
追
而
書 

（
無
号
之
部
162
）  

（
端
裏
書
） 

義
宝
僧
都
観
一
房
聖
職
事 

 

追
申
、 観

一
房
請
文
一
帋 

捧
之
候
、
同
可
拝
筆
候
哉 

  

28 

増
長
院
義
宝
書
状
包
紙 

（
ル
函
285
）  

（
端
裏
書
） 

聖
職
事
、
観
一
坊 

 

年
預
僧
都
御
房 

義
宝 

  

29 

宝
蔵
破
損
文
書
等
所
出
日
記 

応
永
九
（
一
四
〇
二
）
年
七
月
一
四
日 

（
コ
函
14
）  

宝
蔵
に
あ
る
文
書
を
修
理
の
た
め
に
取
り
出
し
た
と
き
に
書
か
れ
た
記
録
で
す
。
取
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り
出
し
た
文
書
の
な
か
に
「
聖
宝
等
別
当
補
任
官
符
」
が
あ
り
ま
す
が
、
聖
宝
が
東
寺

凡
僧
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
延
喜
二
（
九
〇
二
）
年
の
こ
と
で
す
の
で
、
そ
の
と
き

す
で
に
五
〇
〇
年
も
経
過
し
た
文
書
で
し
た
。
当
時
の
「
古
文
書
」
修
理
で
す
ね
。 

 

宝
蔵
破
損
文
書
等
為
修
理
申
出
日
記
事 

六
通
、
聖
宝
等
別
当
補
任
官
符
并 

弘
福
寺
諸
院
帳
等 

一
結
、
弘
福
寺
庄
園
文
書
等
十
巻 

応
永
九
年
七
月
十
四
日 

権
少
僧
都
宗
海
（
花
押
） 

宣
弘
（
花
押
） 

  

30 

金
勝
院
融
寿
等
連
署
東
寺
諸
合
力
法
式
置
文 

文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
一
一
月
六
日 

（
セ
函
53
）  

こ
ち
ら
は
現
代
の
古
文
書
修
理
で
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
で
受
け
入
れ
た
後
に
修

理
を
し
、
こ
の
よ
う
に
安
全
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
台
紙
の
上
に
も
と

の
文
書
を
貼
り
付
け
て
い
ま
す
。
年
月
日
よ
り
も
後
の
部
分
を
見
る
と
傷
ん
で
い
る
状

況
が
明
ら
か
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

定
置 

東
寺
諸
合
力
法
式
事 

右
、
如
諸
合
力
置
文
者
、〈
宝
生
院
、
宝
光
院 

貮
、
増
長
院
、
執
行
、
上
綱
〉 

雖
為
或
両
季
、
或
三
季
、
依
天
下
大
■ 

諸
供
料
等
、
一
向
有
名
無
実
之
間
、 

雖
叶
懸
足
、
依
之
、
可
被
取
行
毎
年 

春
一
季
〈
祇
園
衆
不
可
有
之
〉、
致
自
余
之
法
式
者
、 

可
被
任
毎
事
置
文
之
旨
、
万
一
猶
、
於
一
季 

懸
足
難
渋
之
輩
者
、
若
為
寺
僧
者
、
可
被 

擯
出
交
衆
、
於
中
居
以
下
之
族
者
可
被 

追
放
寺
家
者
也
、
仍
加
供
僧
中
一
味 

同
心
之
評
議
、
所
定
置
如
件
、 

文
明
元
年
十
一
月
六
日 

祐
源
（
花
押
） 

頼
俊
（
花
押
） 

宗
永
（
花
押
） 

宗
承
（
花
押
） 

重
禅
（
花
押
） 

  

厳
■
（
花
押
） 

■
■
（
花
押
） 

   

  

宗
■
（
花
押
） 
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■
■
■ 

■
■
（
花
押
） 

杲
寛
（
花
押
） 

仁
然
（
花
押
） 

公
禅
（
花
押
） 

融
寿
（
花
押
） 

  

31 

廿
一
口
方
永
正
元
年
同
二
年
分
文
書
包
紙 

永
正
二
（
一
五
〇
五
）
年 

（
ニ
函
141
）  

廿
一
口
方
の
永
正
元
（
一
五
〇
四
）
年
・
永
正
二
（
一
五
〇
五
）
年
の
文
書
で
、「
反

古
之
内
用
捨
分
」
つ
ま
り
、
い
っ
た
ん
は
棄
て
る
こ
と
に
し
た
も
の
の
気
が
変
わ
っ
て
、

残
し
て
お
く
こ
と
に
な
っ
た
文
書
を
包
ん
で
い
た
紙
で
す
。
包
ま
れ
て
い
た
文
書
が
何

だ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
も
し
か
す
る
と
こ
の
と
き
に
生
き
残
っ

た
文
書
が
現
在
東
寺
百
合
文
書
の
中
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

当
奉
行
祐
源 

廿
一
口
方
、
永
正
元
〈
甲
子
〉
同
弐
〈
乙
丑
〉
両
年
反
古
之
内
用
捨
分 

  

32 

備
中
国
新
見
荘
領
家
方
奥
村
分
正
検
畠
取
帳
案 

（
ク
函
５
）  

こ
の
文
書
の
紙
の
色
は
、
他
の
文
書
と
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん
灰
色
が
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
紙
の
中
に
何
か
小
さ
く
て
黒
い
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る
の
が
目
に
つ
き
ま
す
。

こ
の
紙
は
宿
紙
（
し
ゅ
く
し
）
と
よ
ば
れ
る
再
生
紙
で
、
原
料
と
し
た
使
用
済
み
の
紙

の
墨
が
灰
色
の
原
因
で
す
。
ま
た
、
小
さ
な
黒
い
も
の
は
原
料
と
な
っ
た
紙
の
繊
維
が

あ
ま
り
分
解
さ
れ
ず
に
か
た
ま
り
で
残
っ
て
い
る
も
の
で
、
文
字
の
墨
色
が
目
立
っ
て

い
る
の
で
す
。
廃
棄
さ
れ
た
文
書
が
た
ど
る
道
の
ひ
と
つ
が
、
漉
き
返
さ
れ
て
新
し
い

紙
に
な
り
、
ま
た
文
書
が
作
成
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
宿
紙
に
は
、
た
ま
に
も
と

の
文
書
の
文
字
が
そ
の
ま
ま
の
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
文
書
に
も
、
右
に
九

〇
度
回
転
さ
せ
、
さ
ら
に
左
右
を
反
転
さ
せ
る
と
「
沙
有
」
の
二
字
が
見
え
る
箇
所
が

あ
り
ま
す
。 

 

（
略
） 

  

33 

若
狭
国
太
良
荘
并
尾
張
国
大
成
荘
文
書
案 

（
や
函
10
）  

太
良
荘
や
大
成
荘
に
関
す
る
文
書
を
多
数
書
き
写
し
た
も
の
で
、
長
さ
は
二
三
．
五
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メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
り
ま
す
。
展
示
し
て
い
る
の
は
延
応
元
（
一
二
三
九
）
年
二
月
一

一
日
の
御
室
宮
令
旨
（
お
む
ろ
の
み
や
り
ょ
う
じ
）
を
書
き
写
し
た
箇
所
で
、
裏
側
に

も
何
か
文
字
が
見
え
て
お
り
、
文
書
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
実
は
、
裏
側
に
も

文
書
が
あ
る
、
と
い
う
よ
り
も
、
本
来
の
文
書
は
裏
側
の
ほ
う
で
す
。
不
要
と
な
っ
て

廃
棄
さ
れ
た
後
、
そ
の
再
利
用
と
し
て
裏
返
し
て
文
書
を
書
い
て
い
る
の
で
す
。
棄
て

ら
れ
た
文
書
が
裏
側
に
な
り
な
が
ら
も
し
ぶ
と
く
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ

の
裏
面
に
な
っ
て
残
っ
た
文
書
を
紙
背
文
書
と
い
い
ま
す
。
展
示
箇
所
の
紙
背
文
書
は

西
院
御
影
堂
で
朝
夕
に
お
こ
な
う
勤
行
の
着
到
（
ち
ゃ
く
と
う
、
行
事
に
出
席
・
参
加

し
た
人
の
名
前
を
記
す
文
書
）
で
す
。 

 

廳
宣 

 
 

留
守
所 

可
早
令
如
元
立
券
庄
号
太
郎
保
事 

右
、
件
保
者
、
本
歓
喜
寿
院
御
庄
也
、
而
一
旦 

雖
被
顚
倒
、
依
令
申
自
御
室
御
所
、 

如
元
、
停
止 

勅
院
事
大
小
国
役
万
雑
事 

等
、
為
彼
御
領
、
可
被
庄
号
之
状
、
所
宣
如
件 

以
宣 

延
応
元
年
十
一
月 

日 

介
平
朝
臣 

  

34 

学
衆
評
定
引
付 

応
安
七
（
一
三
七
四
）
年
一
二
月
八
日
条 

（
ム
函
51
）  

着
到
と
い
え
ば
、
会
議
の
記
録
に
こ
の
よ
う
な
記
事
も
あ
り
ま
す
。
毎
月
二
一
日
に

行
な
う
論
議
（
御
影
供
論
義
）
の
着
到
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
参
加
・
不
参

加
の
人
数
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
す
。
費
用
を
計
算
す
る
た
め
に
そ
の
着
到
が

必
要
な
よ
う
で
す
。
現
代
と
同
じ
よ
う
に
、
中
世
で
も
う
っ
か
り
書
類
を
な
く
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。 

 

（
応
安
七
年
一
二
月
八
日
条
） 

（
前
略
） 

一
、
毎
月
廿
一
日
論
義
着
到
紛
失
、
参
不
人
数
難
知
、
仍 

（
丁
裏
） 

以
当
年
料
足
、
為
明
年
布
施
物
、
於
当
座
可
引
之
、 

庄
々
支
配
分
、
年
預
請
取
之
、
毎
月
無
闕
怠
可
備 

之
、
公
文
所
不
可
預
之
、
後
々
年
堅
可
守
此
法
之
由 

評
定
畢 

（
後
略
） 

  

35 

足
利
義
詮
願
文
案 

文
和
三
（
一
三
五
四
）
年
一
〇
月
一
五
日 

（
追
加
之
部
22

(24)
）  

こ
ち
ら
も
文
書
を
な
く
し
た
こ
と
が
わ
か
る
ケ
ー
ス
で
す
。
な
く
し
た
の
は
室
町
幕

府
二
代
将
軍
足
利
義
詮
か
ら
も
ら
っ
た
文
書
で
、
困
っ
た
東
寺
は
幕
府
に
事
情
を
説
明
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し
、
写
し
の
裏
面
に
一
筆
書
き
加
え
て
も
ら
っ
て
、
原
本
と
同
じ
効
力
を
も
つ
文
書
を

作
成
し
ま
し
た
。
展
示
し
て
い
る
の
は
そ
の
さ
ら
に
写
し
で
す
。 

 

〈
同
御
教
書
〉 

立
願
事 東

寺
八
幡
宮 

右
所
願
者
、
凶
徒
令
退
治
、
急
速
令
帰
洛
者
、 

神
領
一
所
可
奉
寄
付
之
状
如
件
、 

文
和
三
年
十
月
十
五
日 

参
議
左
近
衛
中
将
源
朝
臣
義
詮
御
判 

〈
裏
書
〉 

此
状
紛
失
云
々
、
可
准
正
文
之
状
如
件
、 

康
暦
三
年
正
月
廿
五
日 

〈
鹿
苑
院
殿
〉 

右
大
将
源
朝
臣
御
判 

  

36 

廿
一
口
方
評
定
引
付 

応
永
一
一
（
一
四
〇
四
）
年
九
月
一
四
日
条 

（
く
函
１
）  

土
地
を
売
る
と
き
に
は
、
売
主
は
、
ど
の
土
地
を
い
く
ら
で
誰
に
売
る
の
か
、
ま
た
、

そ
の
土
地
に
は
年
貢
な
ど
ど
の
よ
う
な
負
担
が
つ
い
て
い
る
の
か
を
記
し
た
売
券
を
作

成
し
、
買
主
に
渡
し
ま
す
。
ま
た
、
過
去
の
売
買
に
お
い
て
売
主
が
作
成
し
買
主
に
渡

し
た
売
券
も
あ
わ
せ
て
買
主
に
渡
し
ま
す
。
過
去
に
転
々
と
売
買
さ
れ
て
き
た
土
地
を

売
買
す
る
と
、
多
く
の
売
券
が
売
主
か
ら
買
主
に
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
土
地
を
売
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
土
地
に
関
す
る
文
書
を
失
う
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
の
で
す
。
土
地
の
売
買
は
、
売
主
が
売
り
た
く
て
売
る
と
い
う
場
合
だ
け
で
は
な

く
、
土
地
を
売
れ
と
の
要
求
を
断
り
切
れ
ず
、
売
り
た
く
な
い
の
に
売
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
、
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
御
児
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
物
が
河
原

城
荘
を
一
五
〇
貫
文
で
売
れ
と
言
っ
て
き
て
い
て
、
自
分
で
作
っ
た
文
書
の
案
を
東
寺

側
に
渡
し
て
、
こ
の
と
お
り
に
文
書
を
書
き
、
供
僧
の
署
名
を
つ
け
て
提
出
す
る
よ
う

に
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
前
略
） 

（
九
月
） 同

十
四
日 

教
遍 

隆
我 

宣
弘 

宗
海 

尭
清 

頼
寿 

賢
仲 

重
賢 

宏
済 

光
演 

堅
済 

杲
淳 

光
淳 

賢
我 

 

一
、
河
原
城
庄
事 

此
庄
事
、
自
御
児
、
所
詮
百
五
十
貫
文
可
沽
却
、
其
由
、
寺
僧
以 

連
署
、
可
沙
汰
進
之
由
、
押
認
案
文
、
如
此
可
書
進
之
由
、
被
仰
之
間
披
露
之
処
、

沽
却
之
条
不
可
叶
、 

先
立
如
申
、
別
所
領
御
立
替
候
者
、
可
畏
入
之
由
、
御
返
事
可
申
之
旨
、
治
定
了
、 

（
後
略
） 
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37 
法
印
親
暁
権
少
僧
都
竪
済
連
署
大
和
国
河
原
城
荘
売
券 

応
永
一
一
（
一
四
〇
四
）
年
一
〇
月
一
日 

（
メ
函
194

(1)
）  

東
寺
側
は
河
原
城
荘
の
売
却
を
断
り
続
け
て
い
た
の
で
す
が
、
応
永
一
一
年
一
〇
月

一
日
、
今
日
中
に
前
の
案
の
と
お
り
売
買
の
契
約
書
を
書
い
て
出
せ
と
言
わ
れ
て
、
つ

い
に
売
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
展
示
番
号
37
は
こ
の
と
き
に
作
成

し
て
差
し
出
し
た
売
券
で
、
展
示
番
号
38
は
、
代
金
を
受
け
取
り
、
土
地
を
確
か
に
売

り
渡
し
た
の
で
、
今
後
権
利
を
主
張
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
と
誓
約
を
し

て
い
る
文
書
で
す
。
展
示
番
号
39
は
代
金
一
五
〇
貫
文
の
領
収
書
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

売
券
は
売
主
か
ら
買
主
に
渡
さ
れ
る
も
の
な
の
に
、
37
は
な
ぜ
か
売
主
の
東
寺
の
も
と

に
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
大
き
く×

の
印
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
38
・
39
も
相

手
に
渡
し
た
は
ず
の
も
の
な
の
に
な
ぜ
か
東
寺
に
残
っ
て
い
て×

印
が
つ
い
て
い
ま
す
。 

 

（
宝
厳
院
賢
仲
の
継
目
裏
花
押
） 

（
端
裏
書
） 

广
永
十
五
年 

 

十
月
廿
三
取
返
了 

 

東
寺
領
大
和
国
河
原
城
庄
事
、
為
当 

寺
領
、
帯 

御
判
、
当
知
行
無
相
違
地
也
、 

然
者
、
為
御
賀
殿
御
由
緒
領
之
間
、
代 

銭
佰
伍
拾
貫
文
仁
、
相
副
相
続
証
文
、
売 

渡
申
上
者
、
万
一
自
今
以
後
、
為
寺
家
、
致
競 

望
輩
出
来
候
者
、
於
公
方
可
預
御
罪
科
御 

沙
汰
候
、
仍
為
後
証
、
売
券
之
状
如
件
、 

応
永
十
一
年
十
月
一
日 

権
少
僧
都
堅
済
（
花
押
） 

法
印 

頼
暁
（
花
押
） 

謹
上 

応
阿
弥
陀
仏 

（
宝
厳
院
賢
仲
の
継
目
裏
花
押
） 

※
全
文
を
墨
抹 

  

38 

法
印
頼
暁
権
少
僧
都
堅
済
連
署
契
状 

応
永
一
一
（
一
四
〇
四
）
年
一
〇
月
一
日 

（
テ
函
82

(1)
）  

（
宝
厳
院
賢
仲
の
継
目
裏
花
押
） 

東
寺
領
大
和
国
河
原
城
庄
事
、
為 

当
寺
領
、
帯 

御
判
、
当
知
行
無
相
違 

地
也
、
然
者
、
為
御
賀
殿
御
由
緒
領
之
間
、 

佰
伍
拾
貫
文
於
給
置
、
相
副
相
続
之 

証
文
等
、
令
進
入
之
上
者
、
万
一
自
今 

以
後
、
為
寺
家
、
致
競
望
輩
出
来
候
者
、 
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於
公
方
可
預
御
罪
科
御
沙
汰
候
、
仍
為
後
証
、 

契
約
之
状
如
件
、 

応
永
十
一
年
十
月
一
日 

権
少
僧
都
堅
済
（
花
押
） 

法
印
頼
暁
（
花
押
） 

謹
上 

応
阿
弥
陀
仏 

（
宝
厳
院
賢
仲
の
継
目
裏
花
押
） 

※
全
文
を
墨
抹 

  

39 

法
橋
快
舜
大
和
国
河
原
城
荘
売
却
料
足
請
取 

応
永
一
一
（
一
四
〇
四
）
年
一
〇
月
二
日 

（
ワ
函
20
）  

（
端
裏
書
） 

□
五
年 

□
□
日
取
返
了 

□
状 

 
 
 

 

 

請
取
申 

東
寺
領
大
和
国
河
原
城
庄
売
申
代
事 

合
佰
伍
拾
貫
文
者 

右
、
永
代
、
河
原
城
支
証
等
共
、
売
渡
申 

代
仁
所
請
取
之
状
、
如
件
、 

応
永
十
一
年
十
月
二
日 

法
橋
快
舜
（
花
押
） 

（
宝
厳
院
賢
仲
の
継
目
裏
花
押
） 

※
全
文
を
墨
抹 

  

40 

廿
一
口
方
評
定
引
付 

応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
一
一
月
八
日
条 

（
く
函
４
）  

展
示
番
号
40
を
見
る
と
、
東
寺
が
河
原
城
荘
を
売
っ
て
か
ら
四
年
後
に
は
す
っ
か
り

事
情
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
時
、
御
賀
（
展
示
番
号
36
で
は
「
御

児
」）
は
す
で
に
力
を
失
っ
て
お
り
、
東
寺
は
河
原
城
荘
を
取
り
戻
そ
う
と
公
方
に
訴
え
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
御
賀
は
な
ん
と
か
荘
園
の
支
配
を
続
け
よ
う
と
、
赤

松
性
松
に
間
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
自
分
を
代
官
に
し
て
欲
し
い
と
東
寺
に
申
し
入
れ

ま
す
。
東
寺
側
の
態
度
は
、
先
に
渡
し
て
い
た
証
文
な
ど
は
す
べ
て
返
却
す
る
、
毎
年

四
〇
貫
文
の
年
貢
を
納
め
る
旨
誓
約
書
を
出
す
、
と
い
う
条
件
で
代
官
に
し
て
や
ろ
う
、

と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
れ
も
赤
松
の
仲
介
が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
で
、
立
場
は
す
っ

か
り
逆
転
し
て
い
ま
す
。
御
賀
は
い
わ
れ
た
と
お
り
文
書
を
返
却
し
、
展
示
番
号
41
の

請
文
を
東
寺
に
提
出
し
ま
す
。
展
示
番
号
37
・
38
・
39
が
東
寺
に
残
っ
た
の
は
、
こ

の
よ
う
な
事
情
で
御
賀
か
ら
東
寺
に
再
び
戻
っ
て
き
た
た
め
で
、
文
書
に
大
き
く
書
か

れ
て
い
る×

は
、
文
書
を
取
り
戻
し
た
東
寺
が
売
買
の
効
力
を
否
定
す
る
た
め
に
つ
け

た
抹
消
の
印
で
す
。
売
買
の
と
き
に
は
東
寺
長
者
俊
尊
が
河
原
城
荘
を
東
寺
供
僧
に
寄

進
し
た
と
き
の
寄
進
状
も
御
賀
に
渡
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
文
書
も
同
じ
く
戻
っ
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て
き
て
現
在
は
東
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
こ
の
よ
う
な
事
情
を

経
て
た
ま
た
ま
伝
わ
っ
た
と
い
え
る
文
書
な
の
で
す
。 

 

（
応
永
一
五
年
一
一
月
八
日
条
） 

（
前
略
） 

一
、
河
原
庄
所
務
職
事 

彼
庄
代
官
職
、
御
賀
法
師
所
望
、
赤
松
上
総
入
道
口
入
之 

間
、
領
状
之
、
仍
寺
務
寄
進
状
〈
有
公
方
御
判
〉、
管
領
施
行
、 

寺
家
売
券
以
下
、
悉
出
之
、
於
土
貢
者
、
毎
年
四
十
貫
文
可
致
沙
汰 

由
、
堅
捧
請
文
、
寺
家
充
状
遣
之
、
就
此
事
、
赤
松
家
人 

依
藤
令
粉
骨
之
間
、
一
献
分
弐
百
疋
、
清
浄
光
院
僧
都
〈
快
玄
〉 

有
随
身
、
可
向
彼
宿
所
云
々
、 

（
後
略
） 
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御
賀
大
和
国
河
原
城
荘
代
官
職
請
文 応

永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
一
〇
月
二
五
日 

（
ホ
函
43
）  

（
端
裏
書
） 

「
御
賀
請
文 

応
永
十
五 

十 

廿
五
」 

 

東
寺
領
大
和
国
河
原
庄
代
官
職
事
、 

契
約
申
之
上
者
、
毎
年
御
年
貢
肆
拾
貫
文 

十
一
月
中
必
可
致
其
沙
汰
、
然
而
為
厳
重
之 

御
願
要
脚
之
間
、
殊
不
可
有
不
法
之
儀
、
若 

雖
少
事
、
令
未
進
懈
怠
者
、
且
於
公
方
及
御 

沙
汰
、
且
不
日
可
被
改
替
代
官
職
、
其
時
更 

不
可
申
子
細
者
也
、
仍
請
文
之
状
如
件
、 

応
永
十
五
年
十
月
廿
五
日 

御
賀
（
花
押
） 
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足
利
義
満
自
筆
仏
舎
利
奉
請
状 

応
永
一
三
（
一
四
〇
六
）
年
九
月
一
〇
日 

（
き
函
37
）  

東
寺
に
荘
園
一
つ
を
無
理
に
売
ら
せ
る
ほ
ど
の
人
物
、「
御
賀
」
と
は
ど
ん
な
人
な
の

で
し
ょ
う
か
？
こ
の
文
書
は
足
利
義
満
が
東
寺
を
訪
れ
て
仏
舎
利
を
貰
い
受
け
た
と
き

に
自
ら
筆
を
と
っ
て
書
い
た
も
の
で
す
。
二
番
目
に
現
れ
る
「
御
賀
麿
」
が
東
寺
に
河

原
城
荘
を
売
ら
せ
た
人
物
で
、
義
満
の
寵
愛
を
受
け
た
稚
児
で
し
た
。
義
満
の
次
に
、

そ
し
て
三
宝
院
門
跡
・
醍
醐
寺
座
主
を
兼
ね
義
満
の
猶
子
で
も
あ
る
有
力
者
満
済
よ
り

も
前
に
現
れ
て
お
り
、
そ
の
権
勢
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
ま
す
が
、
応
永
一
五
（
一
四
〇

八
）
年
五
月
六
日
に
義
満
が
死
没
す
る
と
力
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
奉
請
状
は

こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
展
示
し
て
き
ま
し
た
が
、
河
原
城
荘
売
買
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
合

わ
せ
て
ご
覧
に
な
る
と
ま
た
違
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
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か
。 

 

応
永
十
三
年
九
月
十
日 

仏
舎
利 

八
粒 

 

愚
老 

二
粒 

 

御
賀
麿 

二
粒 

 

満
済
僧
正 

一
粒 

 

澄
豪
僧
都 

一
粒 

 

道
祐 

一
粒 

 

常
忠 

一
粒 

 

隆
禅
法
印 

一
粒 

 

快
玄
僧
都 

一
粒 

 

栄
暁
僧
都 

以
上
十
八
粒
、
於
東
寺
西
院
、
御
奉
請
之
、 
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廿
一
口
方
評
定
引
付 

応
永
一
三
年
（
一
四
〇
六
）
年
九
月
一
一
日
条 

（
天
地
之
部
18
）  

展
示
番
号
42
の
仏
舎
利
奉
請
状
が
足
利
義
満
の
自
筆
で
あ
る
と
な
ぜ
わ
か
る
の
で

し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
義
満
が
東
寺
に
や
っ
て
き
た
翌
日
の
会
議
の
記
録
で
す
が
、「
御
奉

請
記
六
、
北
山
殿
自
筆
被
遊
之
了
」
と
あ
り
ま
す
。「
御
奉
請
記
六
」
と
は
展
示
番
号
42

の
奉
請
状
の
こ
と
で
、
北
山
殿
、
つ
ま
り
義
満
が
自
筆
あ
そ
ば
さ
れ
た
、
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。 

 

（
応
永
一
三
年
九
月
一
一
日
条
） 

（
前
略
） 

後
、
三
宝
院
、
令
随
身
彼
御
袈
裟
、
□
北
山
殿
了
、
快
玄
、 

可
参
申
入
之
由
、
蒙
仰
之
間
、
参
北
山
殿
了
、
抑
今
度
御
成
、
御
心
静
、 

寺
家
事
共
御
尋
之
間
、
寺
家
祝
着
、
不
可
過
之
者
也
、
巨
細
記
六
、 

別
在
之
、
於
御
舎
利
封
者
、
北
山
殿
御
付
之
、
於
自
余
道
具
者
、
栄
暁
僧 

都
・
快
玄
両
人
付
封
、
以
上
意
、
如
此
致
沙
汰
了
、 

御
奉
請
記
六
、
北
山
殿
、
自
筆
被
遊
之
了
、
宝
蔵
、
同
籠
之
了
、 

 

後
日
書
入
之
了 

応
永
十
三
年
九
月
十
日 

仏
舎
利 

八
粒 

愚
老 

二
〃 

御
賀
丸 

ニ
〃 

満
済
僧
正 

一
〃 

澄
豪
僧
都 

一
〃 

道
祐 

一
〃 

常
忠 

一
〃 

隆
禅
法
印 

一
〃 

快
玄
僧
都 

一
〃 
栄
暁
僧
都 

以
上
、
十
八
粒
、
於
東
寺
西
院
、
御
奉
請
之
、 
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観
心
後
家
比
丘
尼
田
地
文
書
紛
失
状
案 

正
安
二
（
一
三
〇
〇
）
年
三
月 

日 

（
リ
函
25
）  

こ
れ
は
少
し
変
わ
っ
た
紛
失
状
で
す
。
観
心
は
清
原
末
吉
に
二
〇
貫
文
を
貸
し
与
え
、

そ
の
担
保
と
し
て
左
京
九
条
六
坪
に
あ
る
こ
の
二
段
の
土
地
を
質
に
取
り
、
借
用
書
と

と
も
に
証
文
一
三
枚
を
差
し
入
れ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
元
本
利
息
全
部
の
支

払
い
を
受
け
た
の
で
借
用
書
と
証
文
一
三
枚
は
末
吉
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
が
、
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
返
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
観
心
の
後
家
（
こ
の
文
書
が

書
か
れ
た
時
、
観
心
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
）
が
、
借
用
書
・
証
文
一
三
枚

は
確
か
に
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
、
も
し
こ
れ
ら
の
文
書
を
持
ち
出
し
て
権
利
を

主
張
す
る
者
が
い
れ
ば
そ
れ
は
盗
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
者
に
は
自
分
や
子
息

が
き
ち
ん
と
対
応
す
る
こ
と
、
ま
た
、
自
分
達
は
文
書
を
決
し
て
隠
し
て
い
な
い
こ
と

を
神
に
誓
っ
て
い
ま
す
。 

 

権
大
僧
都 

任
申
請
加
判
者 

 

八
幡
宮
御
油
田
内
末
吉
相
伝
田
紛
失
状
事 

合
弐
段
者 

在
左
京
九
条
六
坪
内
〈
西
縄
本
東
へ
弐
段
也
〉 

限
北
唐
橋
、
限
南
信
乃
小
路
、 

限
東
壬
生
、
限
西
坊
城
、 

件
田
弐
段
者
、
清
原
末
吉
相
伝
私
領
也
、
而
〈
去
〉
正
応
年
中
之
比
、 

以
彼
質
券
拾
三
枚
、
入
置
亡
夫
観
心
之
許
、
借
与
弐
拾 

貫
文
畢
、
而
件
銭
、
以
一
倍
四
十
貫
文
、
去
永
仁
〈
五
〉
六
■
両
年
内 

令
究
済
之
間
、
云
彼
本
件
十
三
枚
、
云
借
書
、
可
返
遣
之 

処
、
不
慮
之
外
令
紛
失
了
、
其
条
在
地
顕
然
也
、
依
之
、 

且
任
先
例
、
且
準
傍
例
、
申
給
寺
家
御
判
文
、
乞
請 

子
息
并
在
地
人
等
証
判
、
立
紛
失
状
者
也
、
若
件
券 

文
称
相
伝
、
所
帯
之
輩
出
来
者
、
可
被
処
盗
人
者
也
、 

且
又
後
家
并
子
息
等
、
可
致
其
明
、
若
又
引
隠
件 

券
文
等
、
掠
申
紛
失
之
由
候
者 

奉
始
上
梵
天
・
帝
釈
・
四
大
天
王
・
大
日
本
国
中
大
小
神
祇 

冥
衆
、
神
罸
冥
罸
於
〈
毎
〉
後
家
并
子
息
等
八
万
四
千
毛 

孔
、
可
蒙
候
之
状
、
如
件 

正
安
二
年
三
月 

日 

後
家
比
丘
尼[

ヨ
メ
ズ] 
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後
家
妙
恵
田
地
文
書
紛
失
状 

正
和
三
（
一
三
一
四
）
年
五
月
二
二
日 

（
リ
函
35
）  

三
行
目
か
ら
書
か
れ
て
い
る
土
地
の
四
囲
を
見
る
と
、
展
示
番
号
44
と
同
じ
土
地
で
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す
。
ま
た
、
長
吉
が
観
心
か
ら
二
〇
貫
文
を
借
り
て
本
券
一
三
通
を
質
に
差
し
出
し
て

い
た
こ
と
、
元
利
全
部
を
返
済
し
た
の
で
文
書
を
返
却
し
て
も
ら
う
は
ず
な
の
に
・
・
・

と
い
う
事
情
も
同
じ
で
す
。
展
示
番
号
44
で
は
「
不
慮
之
外
令
紛
失
」
と
あ
る
だ
け
で

す
が
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
に
は
も
う
少
し
詳
し
く
文
書
紛
失
の
い
き
さ
つ
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
証
文
を
質
に
取
っ
て
い
た
金
の
貸
主
は
、
六
波
羅
に
あ
る
住
居
の
家
内
財
産
を

検
断
に
よ
り
こ
と
ご
と
く
持
っ
て
行
か
れ
、
そ
の
と
き
に
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
の
で

す
。
検
断
と
は
犯
罪
に
関
わ
っ
た
者
の
家
や
財
産
を
没
収
す
る
こ
と
で
す
。
こ
う
い
っ

た
場
面
で
も
文
書
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
文

書
で
は
検
断
お
よ
び
文
書
紛
失
は
正
和
二
（
一
三
一
三
）
年
の
こ
と
だ
と
い
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
展
示
番
号
44
で
は
正
安
二
（
一
三
〇
〇
）
年
に
す
で
に
文
書
が
紛
失
し
て

い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
も
何
か
複
雑
な
事
情
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。 

 

（
端
裏
書
） 

紛
失
状 

 

注
置 

私
領
田
地
紛
失
状
事 

合
弐
段
者 

在
左
京
九
条
一
坊
六
坪
内 

限
北
唐
橋
、
限
南
信
濃
小
路 

限
西
坊
城
、
限
東
自
西
二
段 

右
件
田
者
、
東
寺
八
幡
宮
御
油
田
也
、
但
於
作
手
職
者
、
開
発 

以
来
至
長
顕
・
末
吉
、
帯
次
第
券
契
相
伝
無
相
違
、
而
彼
田 

為
質
物
相
副
本
券
十
三
通
、
自
観
心
房
用
途
弐
拾
貫 

文
令
借
用
之
間
、
以
本
利
四
十
貫
文
返
弁
之
上
者
、
雖
可
返 

本
券
等
、
子
息
信
濃
公
、
去
正
和
弐
年
正
月
於
六
波
羅
住
房 

有
不
慮
子
細
、
為
検
断
、
家
内
資
財
等
悉
被
追
捕
之
間
、 

彼
本
券
及
紛
失
畢
、
且
此
条
顕
然
之
間
、
為
向
後
証
券
、
立
紛 

失
状
、
申
請
寺
中
各
署
判
之
処
也
、
若
後
代
彼
券
文
有
出 

現
事
者
、
負
物
返
弁
之
上
者
、
可
被
返
渡
本
主
者
也
、
万
一
付 

彼
文
書
有
申
違
乱
之
輩
之
時
、
被
准
盗
犯
可
被
申
行
罪 

科
、
為
備
後
代
亀
鏡
注
置
状
如
件
、 

正
和
三
年
五
月
廿
二
日 

後
家
妙
恵
（
花
押
） 

子
息
沙
弥
観
蓮
（
花
押
） 

同
僧
良
全
（
花
押
） 

 

僧
円
朝
（
花
押
） 

僧
円
勝
（
花
押
） 

沙
弥
教
仏
（
花
押
） 

藤
井
重
家
（
花
押
） 

蜂
田
友
重
（
花
押
） 

（
裏
書
） 

此
内
壱
段
買
得
之
畢 

（
亮
真
） 

文
和
三
年
卯
月
十
七
日
（
花
押
） 
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46 
平
信
正
敷
地
文
書
紛
失
状
案 

承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
七
月 

日 

（
シ
函
３
(1)
）  

去
る
六
月
、
天
下
の
兵
乱
の
と
き
に
、
京
都
か
ら
宇
治
三
宮
津
に
財
産
・
文
書
を
避

難
さ
せ
て
い
た
が
、
同
月
一
一
日
に
官
兵
等
に
そ
れ
ら
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
承
久
三
年
六
月
の
「
天
下
の
兵
乱
」
と
い
う
の
は
、
後
鳥
羽
上
皇
が

鎌
倉
幕
府
を
倒
そ
う
と
挙
兵
し
た
承
久
の
乱
の
こ
と
で
す
。
す
で
に
劣
勢
と
な
っ
て
い

た
京
方
と
、
勝
ち
を
重
ね
つ
つ
京
都
へ
攻
め
上
っ
て
き
た
幕
府
方
が
宇
治
で
激
突
す
る

の
は
こ
の
直
後
、
一
三
日
の
こ
と
で
す
。
財
産
・
文
書
を
奪
っ
た
官
兵
と
い
う
の
は
京

方
の
武
士
の
こ
と
で
、
数
日
後
に
は
戦
に
敗
れ
、
逃
げ
落
ち
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

こ
の
時
に
は
ま
だ
そ
の
よ
う
な
結
果
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

紛
失 私

領
地
壱
処
券
契
事 

合
、
積
壱
戸
主
余
弐
拾
捌
丈
〈
口
南
北
柒
丈
捌
尺
、
奥
東
西
拾
丈
〉 

壱
処
〈
北
寄
〉 

口
南
北
二
丈
八
尺 

奥
東
十
丈 

件
地
者
、
自
領
主
字
七
郎
房
之
手
、
吉
与
氏
〈
信
正
之
母
〉
所
令
買
領
也 

而
令
相
伝
南
端
信
正
之
領
地
畢 

壱
処
〈
中
央
〉 

口
南
北
二
丈
五
尺 

奥
東
西
十
丈 

件
地
者
、
自
常
陸
僧
正
御
房
御
坊
人
浄
法
房
之
手
、
家
地
共
信
正
所
令
買
領
也 

壱
処
〈
南
寄
〉 

口
南
北
二
丈
五
尺 

奥
東
西
十
丈 

件
地
者
、
自
同
御
坊
人
字
太
郎
房
之
手
、
信
正
〈
本
名
為
定
〉
令
買
領 

之
、
而
母
堂
吉
与
氏
、
欲
令
沽
却
北
端
地
之
間
、
以
此
地
令
相
伝
之 

処
、
自
吉
与
氏
之
手
、
物
部
宗
弘
〈
信
正
舅
〉
令
買
領
之
後
、
譲 

与
女
子
〈
信
正
妻
〉
畢 

在
左
京
八
条
三
坊
四
町
西
三
四
行
北
二
三
四
門
内
、 

右
、
件
地
者
、
信
正
相
伝
之
私
領
也
、
子
細
見
于
譲
状
、
領
掌
年
尚
、
敢
無 

牢
籠
、
而
彼
本
公
験
等
、
去
六
月
天
下
兵
乱
之
刻
、
為
遁
怖
畏
、
令
運 

置
京
宅
資
財
物
等
於
宇
治
三
宮
津
辺
之
処
、
同
月
十
一
日
、
為
官
兵 

等
財
物
券
契
共
以
被
押
取
畢
、
若
自
今
以
後
、
帯
彼
券
契
、
於
致 

非
論
之
輩
者
、
早
可
被
処
盗
犯
者
也
、
且
在
地
明
白
也
、
仍
紛
失
状 

如
件 

承
久
三
年
七
月 

日 

右
近
将
監
平
判 

 件
地
者
、
右
近
将
監
平
信
正
之
私
領
之
条
明
白
也
、
仍
年
来 

居
住
之
間
、
未
聞
牢
籠
之
由
、
而
逆
乱
之
刻
、
為
官
兵
等
、
被
押 

取
券
契
之
旨
、
所
承
及
之
実
也
、
仍
在
地
人
加
署
判
而
已
、 

橘
行
憲 

判 

佐
々
木
助
友 

判 

菅
原
友
吉 

同 

平
為
末 

同 

紀
守
永 

同 

藤
原
安
則 

同 

藤
井
国
正 

同 

菅
原
友
永 

同 

大
春
日
友
光 

同 

伴
国
恒 



33 

左
兵
衛
志
葛
原
友
末 

同 

左
近
将
監
藤
井
正
依 

同 

伊
勢
権
守
平
末
貞 

同 

沙
弥
入
阿
弥
陀
仏 

僧
仁
円 

判 

  

47 

西
七
条
住
人
沙
弥
観
阿
私
領
田
畠
屋
敷
等
証
文
紛
失
状
案 

延
慶
四
（
一
三
一
一
）
年
三
月
二
日 

（
ヰ
函
16
）  

観
阿
は
田
畠
屋
敷
の
証
文
を
了
阿
と
い
う
人
物
の
土
倉
に
預
け
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
土
倉
に
盗
人
が
入
り
、
物
を
盗
み
取
っ
た
上
に
放
火
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
預
け

て
い
た
文
書
も
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
土
倉
は
普
通
、
金
を
貸
し
て
そ
の
担
保
と

し
て
土
地
の
証
文
を
質
に
と
る
の
で
す
が
、
こ
の
文
書
に
は
金
の
貸
借
に
関
す
る
こ
と

は
何
も
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
観
阿
は
借
金
の
担
保
と
し
て
証
文
を
預
け
て
い
た
の
で
は

な
い
よ
う
で
す
。
銀
行
の
貸
金
庫
の
よ
う
に
、
貴
重
な
物
の
保
管
場
所
に
な
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
焼
失
し
た
土
倉
の
跡
、
灰
と
な
っ
た
中
を
探
し
て
み
た
と
こ
ろ
文
書

の
半
紙
、
あ
る
い
は
四
、
五
行
分
ほ
ど
焼
け
残
っ
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
、
と
書
か
れ

て
い
て
、
展
示
番
号
７
よ
り
も
も
っ
と
焼
け
た
よ
う
な
文
書
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
盗
人
は
「
土
倉
を
焼
き
穿
っ
て
倉
内
に
乱
入
」
し
た
と
あ
り
、
火
を

使
っ
て
入
口
を
確
保
し
侵
入
す
る
と
い
う
方
法
が
展
示
番
号
17
と
同
様
で
あ
る
の
も

興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

立
申 

西
七
条
住
人
沙
弥
観
阿
私
領
田
畠
屋
敷
等
証
文
紛
失
状
事 

 

合 

一
所 

一
段
〈
在
所
、
信
乃
小
路
大
宮
、
自
大
宮
東
、
自
信
乃
小
路
南
副
〉 

此
外
前
後
略
之 

右
、
件
田
畠
屋
敷
券
契
等
、
西
七
条
坊
城
以
西
七
条
面
南
頬 

沙
弥
了
阿
土
倉
仁
預
置
之
処
、
去
二
月
五
日
夜
、
盗
人
等
焼 

穿
彼
土
倉
、
乱
入
倉
内
、
盗
取
所
有
財
宝
、
結
句
、
放
火
土
倉 

之
間
、
其
内
文
書
等
焼
失
了
、
捜
求
灰
中
之
間
、
此
田
地
之 

内
仁
文
書
等
少
々
、
或
半
紙
、
或
四
五
行
、
焼
残
畢
、
然
而
難 

備
証
文
之
間
、
為
後
日
亀
鏡
、
以
在
地
人
等
紛
失
状
可 

申
請
諸
官
御
証
判
也
、
向
後
号
有
件
証
文
、
申
子
細 

之
輩
出
来
者
、
宜
被
処
盗
人
也
、
又
、
就
証
文
焼
失
、
背 

紛
失
状
、
於
此
田
地
等
有
致
違
乱
之
仁
者
、
可
被
処
罪
科 

之
状
如
件 延

慶
四
秊
三
月
二
日 

沙
弥
観
阿 

在
判 

為
後
日
証
人
、
在
地
人
加
連
判
、 

尼
妙
蓮 

在
判 

沙
弥
蓮
智 

同 

僧
淵
豪 

同 

僧
快
算 

同 

沙
弥
智
阿
弥
陀
仏 

同 

沙
弥
南
無
阿
弥
陀
仏 

同 

沙
弥
了
阿
弥
陀
仏 

同 
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僧
栄
意 

同 

沙
弥
音
阿
弥
陀
仏 

同 

僧
大
智 

同 
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